
　

経
営
学
部
は
、
国
際
化
や
グ

ロ
ー
バ
ル
化
、
情
報
化
の
進
展

で
複
雑
さ
を
増
し
た
現
代
の
ビ

ジ
ネ
ス
社
会
に
対
応
し
、
よ
り

活
躍
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る

た
め
、
一
〇
年
度
に
大
幅
な
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
を
実
施

す
る
。
理
論
系
科
目
の
再

編
と
実
践
科
目
の
新
設
を

改
革
の
柱
に
置
く
。

　

理
論
系
科
目
は
、
学
生

が
将
来
目
指
す
職
種
に
必

要
な
専
門
知
識
を
体
系
的
、

段
階
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る

よ
う
再
編
。「
企
業
･
戦
略
」

「
組
織
･
管
理
」「
会
計
･
財

務
」
の
三
分
野
の
科
目
群
を
、

年
次
に
応
じ
て
基
礎
―
基
幹
―

展
開
と
段
階
的
に
配
備
す
る
。

　

実
践
科
目
は
、
問
題
の
発

見
・
解
決
、
情
報
分
析
な
ど
の

社
会
人
基
礎
能
力
を
高
め
る
演

習
科
目
や
選
抜
制
の
ビ
ジ
ネ
ス

英
語
科
目
、
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
を

現
地
で
学
ぶ
研
修
科
目
な
ど
を

新
設
す
る
。

　

経
営
学
部
は
教
育
目
標
と
し

て
「
現
代
社
会
に
即
し
た
経
営

理
論
と
そ
の
実
践
へ
の
応
用
力

を
備
え
た
ビ
ジ
ネ
ス
・
パ
ー
ソ

ン
（
経
営
者
や
管
理
者
、
起
業

家
）
の
育
成
。
地
域
、
国
家
、

世
界
の
発
展
に
寄
与
す
る
人
材

の
養
成
を
目
指
す
」
こ
と
を
掲

げ
て
い
る
。

（
❼
面
に
改
革
の
概
要
な
ど
関

連
記
事
を
掲
載
）

　

入
試
日
程
の
詳
細
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
（
名
古
屋
キ

ャ
ン
パ
ス
７
月
18
・
19
日
、
豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
９
月
20
日
）

の
案
内
、
入
試
相
談
会
の
日
程
な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

本
学
の
二
〇
〇
九
年
度
入
学

式
は
、
四
月
一
日
、
名
古
屋
・

金
山
の
中
京
大
学
文
化
市
民
会

館
オ
ー
ロ
ラ
ホ
ー
ル
に
十
一
学

部
の
新
入
生
三
千
二
百
十
八
人

と
、
大
学
院
研
究
科
の
新
入
生

百
三
十
人
を
迎
え
て
挙
行
さ
れ
、

計
三
千
三
百
四
十
八
人
が
本
学

の
学
部
生
、
大
学
院
生
と
し
て

新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

　

式
は
午
前
と
午
後
に
行
わ
れ
、

午
前
十
一
時
か
ら
は
現
代
社
会

学
部
、
法
学
部
、
情
報
理
工
学

部
、
体
育
学
部
と
社
会
学
研
究

科
、
法
学
研
究
科
、
情
報
科
学

研
究
科
、
体
育
学
研
究
科
、
法

務
研
究
科
が
、
午
後
一
時
か
ら

は
文
学
部
、
国
際
英
語
学
部
、

国
際
教
養
学
部
、
心
理
学
部
、

総
合
政
策
学
部
、
経
済
学
部
、

経
営
学
部
と
文
学
研
究
科
、
国

際
英
語
学
研
究
科
、
心
理
学
研

究
科
、
経
済
学
研
究
科
、
経
営

学
研
究
科
、
ビ
ジ
ネ
ス
・
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
科
の
新
入
生

が
式
に
臨
み
、
北
川
薫
学
長
の

式
辞
、
梅
村
清
弘
総
長
・
理
事

長
の
祝
辞
を
熱
心
に
聴
い
た
。

　

北
川
学
長
と
梅
村
総
長
・
理

事
長
は
、
新
入
生
に
対
し
、
自

分
を
確
立
す
る
こ
と
の
大
切
さ

を
説
き
、
学
業
に
ス
ポ
ー
ツ
に

互
い
に
競
い
合
っ
て
有
意
義
に

学
生
生
活
を
送
る
よ
う
に
訓
辞

し
た
。
ま
た
、
発
展
・
充
実
す

る
本
学
の
現
状
と
、
十
万
人
を

超
え
た
学
部
卒
業
生
た
ち
の
各

界
で
の
活
躍
を
説
明
し
、
新
入

生
た
ち
も
先
輩
同
窓
生
に
続
く

よ
う
に
激
励
し
た
。

　

新
入
生
た
ち
は
、
壇
上
の
教

員
や
学
園
役
職
者
と
一
緒
に
習

い
覚
え
た
ば
か
り
の
学
歌
を
斉

唱
し
、
式
を
終
え
た
。

　

父
母
ら
保
護
者
も
多
く
列
席

し
、
式
を
見
守
っ
た
。

（
❷
・
❸
面
に
北
川
薫
学
長
の

式
辞
、
梅
村
清
弘
総
長
・
理
事

長
の
祝
辞
の
大
要
を
掲
載
）

新
入
生
と
教
員
が
声
を
合
わ
せ
て
学
歌
を
斉
唱
。力
強
い

歌
声
が
中
京
大
学
文
化
市
民
会
館
の
広
い
式
場
に
轟
い
た

２
０
１
０
年
度
入
試
案
内

⑫
⑬
面
に
掲
載
し
ま
し
た

経営学部

11学部
3,218人

大学院
130人

入学式  力強く
進
展
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
社
会
に
対
応

学
長
、
総
長・理
事
長
が
励
ま
す

父
母
ら
も
列
席
、見
守
る

有
意
義
な
学
生
生
活
を

理
論
科
目
３
分
野
を
段
階
学
習

「
企
業･

戦
略
」「
組
織･

管
理
」「
会
計･

財
務
」

海
外
研
修
な　
　

ど

実
践
科
目
を
新
設

10
年
度

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
大
幅
改
革

２
０
０
９
年
度

❶
入
学
式
／
経
営
学
部
が
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

　

改
革
へ

❷
❸
学
長
式
辞
・
総
長
祝
辞
／
法
科
大
学

　

院
「
適
合
」
／
給
費
奨
学
金
の
枠
拡
大

❹
❺
新
任
学
部
長
・
研
究
科
長
抱
負

❻
吉
田
茂
賞
／
損
保
ジ
ャ
パ
ン
記
念
財
団

　

賞
／
松
原
武
久
氏
が
客
員
教
授
に

❼
経
営
学
部
改
革
の
概
要

❽
国
際
セ
ン
タ
ー
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

❾
〇
九
年
度
予
算

10
大
学
祭
実
行
委
員
会
メ
ン
バ
ー

11
豊
田
ク
ラ
ブ
発
表
会
／
文
化
会
の
催
し

12
13
一
〇
年
度
入
試
案
内

14
15
〇
八
年
度
決
算

16
資
格
セ
ン
タ
ー
新
装
・
充
実

17
公
開
講
座
（
山
田
晴
信
さ
ん
）

18
三
重
中
京
大
学
ニ
ュ
ー
ス

19
同
窓
会
ア
メ
リ
カ
支
部
総
会
／
自
転
車

　

競
技
部
50
周
年
祝
賀
会

20
愛
知
大
学
野
球
優
勝
／
安
藤
美
姫
選
手

　

が
世
界
選
手
権
銅
／
水
泳
日
本
選
手
権
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皆
さ
ん
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

三
つ
の
お
話
を
し
ま
す
。

　

第
一
は
中
京
大
学
に
つ
い
て

で
す
。
本
学
は
一
九
五
四
年
に

商
学
の
短
期
大
学
と
し
て
発
足

し
、
現
在
は
十
一
の
学
部
、
十

一
の
大
学
院
研
究
科
、
七
つ
の

研
究
所
、
一
万
三
千
五
百
人
余

の
学
生
、
十
万
人
を
超
え
る
卒

業
生
を
持
つ
、
わ
が
国
有
数
の

大
学
に
発
展
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
学
は
留
ま
る
こ
と
を
し
ま

せ
ん
。
絶
え
ず
挑
戦
し
進
化
し

続
け
て
い
ま
す
。
学
問
の
基
盤

と
も
い
え
る
、
法
学
、
文
学
と

い
っ
た
伝
統
的
学
問
領
域
を
押

さ
え
つ
つ
、
総
合
政
策
学
部
、

国
際
教
養
学
部
と
い
っ
た
、
時

代
の
要
請
に
こ
た
え
る
学
問
領

域
を
展
開
し
て
、
進
化
を
続
け

て
い
る
大
学
で
す
。

　

モ
ッ
ト
ー
は
「
開
か
れ
た
大

学
」
で
す
。
社
会
人
に
は
二
十

年
以
上
前
か
ら
公
開
講
座
を
開

催
、
十
五
年
前
に
は
中
京
圏
で

草
分
け
と
な
る
市
民
大
学
の
オ

ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
を
開
校
し
ま

し
た
。
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
に
は
放

送
大
学
が
愛
知
学
習
セ
ン
タ
ー

を
設
け
て
い
ま
す
。
キ
ャ
ン
パ

ス
に
市
民
の
姿
が
頻
繁
に
見
ら

れ
る
の
は
、
社
会
の
多
様
な
ニ

ー
ズ
に
応
え
る
と
い
う
本
学
の

方
針
が
あ
る
か
ら
で
す
。

　

学
生
に
対
し
て
は
、
よ
り
高

度
の
資
格
取
得
の
た
め
の
対
策

講
座
を
開
設
し
、
公
認
会
計
士

や
難
関
の
国
家
公
務
員
試
験
に

相
次
ぎ
合
格
す
る
な
ど
、
目
覚

し
い
成
果
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

　

第
二
は
建
学
の
精
神
「
学
術

と
ス
ポ
ー
ツ
の
真
剣
味
の
殿
堂

た
れ
」
に
つ
い
て
で
す
。
「
学

術
」
は
学
問
・
知
識
の
あ
く
な

き
探
究
心
、
「
ス
ポ
ー
ツ
」
は

健
全
な
心
身
の
バ
ラ
ン
ス
を
指

し
て
い
ま
す
。
本
学
を
貫
く
精

神
は
「
知
力
」
「
体
力
」
「
気

力
」
と
「
フ
ェ
ア
精
神
」
を
磨

く
こ
と
、
建
学
の
精
神
は
人
間

が
生
き
て
い
く
上
、
社
会
生
活

を
営
む
上
で
、
と
る
べ
き
道
を

示
し
て
い
ま
す
。

　

第
三
は「
自
分
を
確
立
す
る
」

姿
勢
を
身
に
付
け
て
ほ
し
い
と

い
う
こ
と
で
す
。
自
身
の
価
値

観
を
確
立
す
る
と
い
っ
て
も
良

い
で
し
ょ
う
。
そ
の
た
め
に
は
、

内
面
を
磨
く
と
と
も
に
、外

の
世
界
に
関
心
を
持
つ
必
要

が
あ
り
ま
す
。
社
会
へ
の
関

心
、自
然
へ
の
関
心
、
世
界

へ
の
関
心
で
す
。
関
心
を
持

て
ば
多
く
の
問
い
が
生
ま
れ

ま
す
。「
自
分
を
確
立
す
る
」

と
は「
自
ら
問
う
」と
い
う
こ

と
で
す
。失
敗
し
、挫
折
し
、

悩
む
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、皆
さ
ん
が
志
を
持

っ
て
自
分
を
確
立
し
よ
う
と

努
力
す
る
限
り
、本
学
は
必

ず
皆
さ
ん
を
応
援
し
ま
す
。

式
場
に
は
新
入
生
の
爽
や
か
な
熱
気

㊤ 

緊
張
し
た
面
持
ち
で
式
辞
、祝
辞
を
聴
く

㊧ 

式
の
後
、笑
顔
で
V
サ
イ
ン
の
記
念
撮
影

男
子
新
入
生
は
力
強
く
ガ
ッ

ツ
ポ
ー
ズ
、意
欲
満
々
の
や
る

気
を
ア
ピ
ー
ル

実
り
多
き
を
期
し
て
２
０
０
９
年
度

入

学

式

式
　
辞
大
要

学　

長

北
川　

薫

内
面
磨
き
外
へ
も
関
心

自
分
確
立
へ
努
め
よ
う
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皆
さ
ん
が
本
学
で
新
し
い
第

一
歩
を
踏
み
出
し
た
こ
の
春
、

歴
史
的
な
世
界
同
時
不
況
の
真

っ
只
中
に
あ
り
、
皆
さ
ん
も
気

を
引
き
締
め
て
式
に
臨
ん
で
い

る
と
思
い
ま
す
。
百
年
に
一
度

の
経
済
危
機
は
出
口
ど
こ
ろ
か

ま
だ
底
す
ら
見
え
ず
、
雇
用
環

境
も
悪
化
し
て
、
新
卒
の
採
用

　

本
学
法
科
大
学
院
（
法
務
研

究
科
）
は
、
㈶
大
学
基
準
協
会

に
よ
る
〇
八
年
度
「
法
科
大
学

院
認
証
評
価
」
に
お
い
て
、
同

協
会
の
法
科
大
学
院
基
準
に
適

合
し
て
い
る
と
認
定
さ
れ
た
。

　

認
証
評
価
は
、
法
科
大
学
院

な
ど
の
専
門
職
大
学
院
は
そ
の

教
育
課
程
や
教
員
組
織
、
教
育

研
究
活
動
な
ど
の
状
況
に
つ
い

て
、
五
年
ご
と
に
第
三
者
機
関

に
よ
る
評
価
の
実
施
を
学
校
教

育
法
な
ど
で
義
務
付
け
ら
れ
て

い
る
制
度
。

　

本
学
法
科
大
学
院
は
、
制
度

の
理
念
で
あ
る
「
法
理
論
と
実

務
の
架
橋
」
を
正
面
か
ら
実
践

し
て
き
た
こ
と
や
、
実
務
科
目

の
充
実
、
Ｆ
Ｄ
活
動
の
充
実
等

が
評
価
さ
れ
、
適
合
法
科
大
学

院
と
し
て
認
定
さ
れ
た
。

（
本
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
法
科

大
学
院
サ
イ
ト
に
今
回
の
評
価

結
果
を
掲
載
し
て
い
ま
す
）

を
手
控
え
る
動
き
が
本
格
化
し

て
き
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
が
社
会
に
出
る
時
、

直
面
す
る
の
は
、
経
済
問
題
だ

け
で
な
く
、
環
境
、
国
際
、
社

会
問
題
な
ど
で
も
新
た
な
難
問

が
待
ち
受
け
て
い
る
の
は
間
違

い
な
く
、
試
練
の
時
代
を
拓
い

て
い
く
、
大
き
な
力
を
蓄
え
て

い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
大
学

も
ま
た
、
期
待
に
応
え
る
力
を

学
生
に
つ
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
、

そ
の
教
育
力
が
厳
し
く
問
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
中
京

大
学
は
時
代
に
即
し
た
学
部
、

研
究
科
の
構
成
に
加
え
、
そ
の

教
育
力
は
高
く
評
価
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
他
大
学
に
先
駆
け
、

授
業
の
見
直
し
な
ど
教
育
の
改

革
に
取
り
組
ん
だ
結
果
で
あ
り

ま
す
が
、
本
年
度
も
経
済
学
部

が
実
務
的
な
専
門
知
識
を
重
視

す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
大
幅
改

正
す
る
な
ど
、
学
部
教
育
の
在

る
べ
き
姿
を
求
め
、
原
点
か
ら

の
改
革
に
踏
み
切
り
ま
し
た
。

　

大
学
教
育
の
改
革
に
加
え
、

学
内
で
開
設
し
た
各
種
の
講
座

も
学
生
の
キ
ャ
リ
ア
、
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
に
成
果
を
あ
げ
、
本
学

の
公
務
員
試
験
合
格
者
、
資
格

取
得
者
の
数
は
、
地
域
の
私
学

で
は
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
で
、
国
公

立
を
含
む
近
隣
大
学
を
圧
倒
し

て
お
り
ま
す
。

　

前
年
度
、
難
関
の
公
認
会
計

士
試
験
に
三
年
次
で
合
格
し
た

学
生
は
普
通
高
校
の
出
身
者
で
、

簿
記
の
ボ
の
字
も
知
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
目
標
を
定
め
、
真

剣
な
努
力
を
続
け
れ
ば
、
ど
ん

な
試
験
で
も
パ
ス
で
き
る
こ
と

を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

私
学
に
は
そ
れ
ぞ
れ
建
学
の

理
念
が
あ
り
、
中
京
大
学
の
理

念
は
「
学
術
と
ス
ポ
ー
ツ
の
真

剣
味
の
殿
堂
」
で
、
本
学
は
何

事
に
も
真
剣
に
取
り
組
む
場
で

あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
も
こ
の
気

風
を
受
け
継
い
で
く
だ
さ
い
。

　

人
は
厳
し
さ
を
乗
り
越
え
て

こ
そ
、
力
が
つ
く
も
の
で
、
厳

し
い
時
代
は
、
自
ら
の
能
力
を

高
め
て
い
く
チ
ャ
ン
ス
で
あ
り

ま
す
。
こ
こ
「
真
剣
味
の
殿

堂
」
で
、
厳
し
さ
を
テ
コ
に
、

逆
風
を
バ
ネ
に
、
新
時
代
に
飛

翔
し
て
い
く
大
き
な
パ
ワ
ー
を

身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
、
期
待

し
て
お
り
ま
す
。

　

本
学
は
、
よ
り
多
く
の
高
学

力
受
験
生
に
本
学
入
試
へ
の
志

願
を
促
す
た
め
、既
設
の「
給
費

奨
学
金
制
度
」を
充
実
、改
正
し
、

一
〇
年
度
入
試
か
ら
実
施
す
る
。

　

給
費
奨
学
金
制
度
は
入
試
で

高
得
点
を
と
っ
た
希
望
者
に
入

学
金
と
四
年
間
の
学
費（
授
業

料
、教
育
充
実
費
、体
育
学
部
特

別
施
設
設
備
費
）を
免
除
す
る

制
度
。
こ
れ
ま
で
は
二
十
九
人

を
限
度
に
支
給
し
て
き
た
が
、

一
〇
年
度
入
試
か
ら
各
学
科
の

採
用
枠
を
二
倍
余
に
増
や
し
て

合
計
六
十
六
人

に
拡
大
す
る
。

　

対
象
入
試
方

式
は
一
般
入
試

の
「
Ａ
方
式
」

「
Ｄ
方
式
」で
、
体
育
学
部
は
こ

れ
に「
Ａ
Ｏ
入
試
」「
公
募
制
一

般
推
薦
」が
加
わ
る
。
出
願
書

類
で
希
望
し
合
格
し
た
者
の
う

ち
か
ら
入
試
得
点
の
高
い
順
に

調
査
書
な
ど
も
参
考
に
し
て
奨

学
生
を
認
定
す
る
。

学
部
学
生

大
学
院
学
生

学部 学科

研究科 専攻

文学

国際英語学

心理学

社会学
法学

経済学

経営学
商学

情報科学

体育学
ビジネス・イノベーション
法務

合計

日本文学・日本語文化
英文学

国際英語学
英米文化学
実験・応用心理学
臨床・発達心理学
社会学
法律学
経済学

経営学
商学
情報科学
認知科学
メディア科学
認知科学（通信教育課程）
情報認知科学
体育学

ビジネス・イノベーション
法務

修士課程 博士課程 専門職学位課程

1年次
80
91

79
98
118 106
164
306

96
91

86
82

174
289 297
1

385
234
352
344

390
253
377
384

120
91
118

154
92
139

1
2
1
12

122 129

436
98

3,236

435
104
3,398

87
91

̶

̶

̶

̶
̶
̶
̶

̶

̶

̶

̶ ̶

̶

̶

̶ ̶

100
96

190

4
356
264
363
384

125
65
102

124
66
120

1
1
1
75
409
107
3,118

91
103
1

102
106

214

380
415
227
426
440
11

28
17
15
136
428
104
3,554

354

4 2
1

3
6
3
2
0

7
3

6

13
31

̶

̶

̶

̶
̶

̶
̶

̶
̶

̶
̶

̶

̶

̶
̶

̶
̶

̶
̶

̶
̶

̶
̶

̶

̶
̶

̶
̶2

1
2
25
1
9
15

総合政策学 1 ̶5
15
4
31
7
8
9

39
27

204 78 80
80

376
1

367
382
224
742
892
385
1,546
978
1,518
1,552

1,708
413

523
314
479
251
30
20
17
223

11

13,306

2年次 3年次 4年次 計
日本文
言語表現
英文

国際英語
英米文化

心理
現代社会
社会
法律

総合政策
経済
経営
商

情報システム工
情報知能
情報メディア工
機械情報工
情報科
認知科
メディア科
身体システム工
体育科
健康科

文

国際英語

心理
国際教養国際教養

現代社会
社会
法

総合政策
経済
経営
商

情報理工

情報科

生命システム工

体育

合計

祝
　
辞
大
要

総
長
・
理
事
長

梅
村 

清
弘

何
事
に
も〝
真
剣
味
〞で

試
練
の
時
代
拓
く
力
を

（5月1日現在）

学  生  数2009年度
中京大学

法
科
大
学
院（
法
務
研
究
科
）

大
学
基
準
協
会
が
評
価

本
学
は「
適
合
」認
定

「
給
費
奨
学
金
制
度
」充
実

入
試
優
秀
者
の
採
用
枠
２
倍
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文
学
部
は
、
日
本
文
学
科
と

言
語
表
現
学
科
の
二
学
科
体
制

に
な
っ
て
か
ら
、
七
年
目
の
春

を
迎
え
た
。

　

近
隣
諸
大
学
の
文
学
部
が
苦

戦
す
る
な
か
、
古
典
・
近
代
の

文
学
語
学
を
学
ぶ
日
本
文
学
科

と
、
現
代
日
本
語
の
研
究
や
実

践
に
重
点
を
置
い
た
言
語
表
現

学
科
と
は
、
相
携
え
て
協
力
し

つ
つ
発
展
を
遂
げ
て
き
た
。
こ

れ
か
ら
も
種
々
の
改
革
を
繰
り

か
え
し
つ
つ
、
一
層
の
充
実
と

飛
躍
と
を
目
指
し
て
努
力
し
て

ゆ
き
た
い
。

◆

広
島
大
学
文
学
部
、
同
大

学
大
学
院
文
学
研
究
科
博

士
課
程
後
期
。
中
国
六
朝

期
の
文
学
と
文
化
。
55
歳
。 　

裁
判
員
制
度
の
新
設
を
は
じ

め
、
法
を
め
ぐ
る
環
境
は
大
き

く
変
化
し
て
い
る
。
こ
れ
は
法

学
教
育
の
比
重
が
高
ま
る
と
と

も
に
、
そ
の
あ
り
方
が
問
わ
れ

る
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

本
学
の
法
学
部
は
、
時
代
の

変
化
に
十
分
留
意
し
つ
つ
も
、

オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
法
学
教
育

を
志
向
す
る
。
即
ち
、
法
の
根

底
に
あ
る
原
理
・
原
則
を
踏
ま

え
、
手
続
き
の
重
要
性
を
理
解

し
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
法
的

解
決
の
で
き
る
学
生
諸
君
を
育

て
た
い
、
と
考
え
て
い
る
。

◆

東
京
大
学
法
学
部
。
名
古

屋
大
学
大
学
院
法
学
研
究

科
博
士
後
期
課
程
。
刑
法
。

62
歳
。

　

経
営
学
部
は
一
九
九
一
年
に

設
立
以
来
、
現
代
社
会
に
即
し

た
経
営
理
論
と
そ
の
実
践
へ
の

応
用
力
を
備
え
た
ビ
ジ
ネ
ス
・

パ
ー
ソ
ン
の
育
成
を
教
育
理
念

に
掲
げ
て
教
育
研
究
を
行
っ
て

い
る
。
二
〇
一
〇
年
度
に
は

新
・
経
営
学
部
と
し
て
新
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
導
入
予
定
で
あ
る

が
、
今
後
も
複
雑
化
・
国
際
化

が
進
む
現
代
社
会
に
対
応
す
る

た
め
、
不
断
の
教
育
、
授
業
改

革
を
行
う
こ
と
で
地
域
は
も
と

よ
り
、
国
家
・
世
界
に
寄
与
す

る
人
材
を
養
成
し
て
い
き
た
い
。

◆

名
古
屋
大
学
大
学
院
経
済

学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
。

博
士
（
経
済
学
）
。
会
計

学
。
48
歳
。

　

学
部
開
設
以
来
二
十
数
年
、

多
く
の
学
生
を
社
会
に
送
り
、

め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
経
済

社
会
の
中
で
中
核
と
し
て
活
躍

す
る
卒
業
生
も
増
え
て
き
て
い

る
。
経
済
学
部
で
は
経
済
学
の

専
門
知
識
だ
け
で
な
く
、
社
会

的
に
求
め
ら
れ
る
一
般
的
な
知

識
や
技
術
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
備

え
た
人
材
を
輩
出
す
る
た
め
、

今
年
度
か
ら
新
た
な
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
体
制
の
も
と
で
の
教
育
が

始
ま
っ
た
。
そ
の
円
滑
な
実
施

と
と
も
に
さ
ら
な
る
教
育
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
努
め
た
い
。

◆

名
古
屋
大
学
大
学
院
経
済

学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
。

博
士
（
経
済
学
）
。
計
量

経
済
学
。
57
歳
。

　

経
済
学
専
攻
に
加
え
、
〇
九

年
度
か
ら
新
た
に
総
合
政
策
学

専
攻
を
開
設
し
た
。
現
代
は
人
、

金
、
モ
ノ
が
国
境
を
越
え
て
行

き
交
う
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
の
時

代
。
米
国
発
の
金
融
危
機
が
世

界
を
一
瞬
に
駆
け
巡
り
、
各
国

経
済
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
る
。
経
済
の
専
門
的
知
識

と
国
際
的
視
野
の
ウ
ェ
イ
ト
は

増
す
一
方
で
あ
る
。
政
策
形
成

の
理
論
と
実
践
へ
の
要
請
に
こ

た
え
る
た
め
、
恵
ま
れ
た
ス
タ

ッ
フ
と
研
究
環
境
の
も
と
、
更

な
る
成
果
を
挙
げ
て
い
き
た
い
。

◆

中
京
大
学
経
済
学
部
、
同

大
学
院
経
済
学
研
究
科
博

士
後
期
課
程
。
博
士（
経
済

学
）。国
際
貿
易
論
。
40
歳
。

　

総
合
政
策
学
部
は
昨
年
度
、

最
初
の
卒
業
生
を
送
り
出
し
た
。

学
部
創
設
五
年
目
を
迎
え
、
学

生
が
社
会
で
通
用
す
る
問
題
解

決
能
力
の
育
成
を
目
指
す
教
育

を
一
層
推
進
し
た
い
。
そ
れ
に

は
、
社
会
人
基
礎
力
の
養
成
を

目
指
し
た
授
業
や
、
学
部
教
育

の
核
で
あ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研

究
の
さ
ら
な
る
充
実
が
必
要
で

あ
る
。
学
生
の
自
主
性
と
積
極

性
を
最
大
限
に
引
き
出
し
、
教

員
・
学
生
が
一
体
と
な
っ
て
学

部
を
作
る
方
針
も
さ
ら
に
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

◆

東
京
都
立
大
学
大
学
院
社

会
科
学
研
究
科
博
士
課
程
。

博
士（
政
治
学
）。
国
際
政

治
・
日
本
外
交
。
50
歳
。

　

変
転
し
て
や
ま
な
い
現
代
社

会
を
理
論
的
・
経
験
的
研
究
を

通
じ
て
把
握
し
、
そ
の
改
革
を

提
言
し
実
行
で
き
る
人
材
を
育

て
る
こ
と
が
、
本
研
究
科
の
使

命
で
あ
る
。
教
員
は
、
量
質
と

も
当
地
区
に
お
い
て
最
高
水
準

に
あ
り
、
博
士
課
程
の
修
了
者

の
多
く
は
研
究
者
と
し
て
活
躍

し
て
い
る
。
新
た
に
「
専
門
社

会
調
査
士
」の
資
格
取
得
も
可

能
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
資
源

を
十
全
に
生
か
し
、
大
学
院
を

一
層
活
性
化
す
る
こ
と
を
目
指

し
て
努
力
し
た
い
。

◆

東
京
教
育
大
学
教
育
学
部
、

同
大
学
院
教
育
学
研
究
科

修
士
課
程
。
博
士（
心
理

学
）。計
量
心
理
学
。
62
歳
。

　本学の教育組織は11学部、11大学院研究科。このうち、
4月1日付で、5学部（文、法、総合政策、経済、経営学
部）と4研究科(社会学、経済学、ビジネス・イノベーシ
ョン、法務研究科)に新しい学部長、研究科長が就任した。
任期はいずれも2011年3月までの2年間。学部生、大学院
生の教育に責任者としてあたる新任学部長、研究科長に
抱負を聞いた。

（経歴は順に最終学歴、学位、専門分野、年齢等）

文
学
部
長

福
井
　
佳
夫

日
本
文
学
と
言
語
表
現

二
学
科
相
携
え
充
実
を

法
学
部
長

加
藤 

佐
千
夫

時
代
に
対
応
し
つ
つ
も

法
学
教
育
の
原
点
重
視

総
合
政
策
学
部
長

佐
道
　
明
広

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
で

自
主
性
・
積
極
性
伸
ば
す

経
済
学
部
長

山
田
　
光
男

新
規
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で

バ
ラ
ン
ス
良
い
教
育
を

経
営
学
部
長

吉
田
　
康
英

社
会
の
進
化
に
対
応
し

不
断
に
教
育
、授
業
改
革

社
会
学
研
究
科
長

村
上
　
　
隆

専
門
社
会
調
査
士
へ
の

道
も
開
け
一
層
活
性
化

経
済
学
研
究
科
長

梅
村
　
清
英

新
設「
総
合
政
策
学
」と

二
専
攻
で
成
果
向
上
へ

４
月
就
任

新しい学部長と
研究科長が抱負
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ビ
ジ
ネ
ス
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
（
Ｂ
Ｉ
）
研
究
科
は
、
二
つ

の
コ
ー
ス
を
も
つ
。
一
つ
め
は

ビ
ジ
ネ
ス
・
ス
キ
ル
や
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
能
力
を
高
め
る
コ
ー
ス

（
Ｍ
Ｂ
Ａ
）
。
二
つ
め
は
中
小

企
業
診
断
士
養
成
コ
ー
ス
で
あ

る
。

　

私
た
ち
は
学
卒
後
も
学
び
続

け
る
必
要
が
あ
る
。
ビ
ジ
ネ
ス

の
や
り
方
も
ま
た
同
じ
だ
。
Ｂ

Ｉ
研
究
科
は
そ
う
し
た
生
涯
教

育
セ
ン
タ
ー
を
目
指
す
。
将
来

を
読
み
、
対
応
で
き
る
人
材
を

じ
っ
く
り
養
成
し
て
い
る
。

◆

大
阪
市
立
大
学
経
済
学
部
。

京
都
大
学
博
士（
経
済
学
）

比
較
中
小
企
業
政
策
論
。

比
較
経
済
社
会
学
。
57
歳
。 　

大
学
院
法
務
研
究
科
、
す
な

わ
ち
、『
法
科
大
学
院
』
は
、
専

門
職
大
学
院
と
し
て
、
適
合
法

科
大
学
院
と
し
て
の
認
証
評
価

を
得
た
。
創
設
以
来
五
年
の
間

に
新
し
い
法
曹
を
輩
出
し
、
卒

業
生
は
す
で
に
実
務
で
活
躍
し

て
い
る
。

　

法
科
大
学
院
を
取
り
巻
く
環

境
は
厳
し
さ
を
増
し
、
司
法
試

験
合
格
者
数
問
題
等
々
が
議
論

さ
れ
て
い
る
。

　

今
、
法
科
大
学
院
長
と
し
て
、

法
曹
養
成
と
い
う
重
大
な
使
命

を
実
感
し
て
い
る
。

◆

中
央
大
学
大
学
院
法
学
研

究
科
博
士
後
期
課
程
。
商

法
・
会
社
法
・
企
業
法
、

弁
護
士
。
55
歳
。

　
　
国
際
英
語
学
部
　

　
　
　
　
国
際
英
語
学
科

教
授
　
榎
木
薗
　
鉄
也

（
え
の
き
ぞ
の
・
て
つ
や
）

▼
国
際
地

域
研
究
入

門
Ⅰ
･
Ⅱ

▼
神
戸
大

学
・
教
育
学
研
究
科
修
士
課
程

　
　
　
国
際
英
語
学
部
　

　
　
　
　
英
米
文
化
学
科

講
師
　
小
林
　
英
里

（
こ
ば
や
し
・
え
り
）

▼
英
米
言

語
文
化
講

義
Ａ
Ⅰ
･

Ⅱ
▼
お
茶

の
水
女
子
大
学
・
人
間
文
化
研

究
科
博
士
課
程
▼
博
士
（
人
文

科
学
）

　
　
国
際
教
養
学
部
　

　
　
　
　
国
際
教
養
学
科

教
授
　
渋
谷
　
努

（
し
ぶ
や
・
つ
と
む
）

▼
社
会
学

Ａ
・
Ｂ
▼

東
北
大
学
・

文
学
研
究

科
博
士
課
程
▼
博
士
（
文
学
）

講
師
　
バ
レ
ラ
･
ロ
ド
リ
ゲ
ス

･
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
･
ホ
セ

▼
ス
ペ
イ

ン
語
▼
マ

ド

リ

ー

ド
・
ア
ン

ト
ニ
オ
･
デ
･
ネ
ブ
リ
ハ
大

学
・
博
士
課
程

助
教
　
十
河
　
直
太

（
そ
ご
う
・
な
お
た
）

▼
テ
ィ
ー

ム
ス
ポ
ー

ツ
Ａ
・
Ｂ

▼
中
京
大

学
・
体
育
学
研
究
科
博
士
課
程

▼
博
士
（
体
育
学
）

心
理
学
部   

心
理
学
科

助
教
　
渡
部
　
千
世
子

（
わ
た
べ
・
ち
よ
こ
）

▼
心
理
学

基
礎
演
習

▼
中
京
大

学
・
心
理

学
研
究
科
博
士
課
程

法
学
部   

法
律
学
科

准
教
授
　
小
坂
田
　
裕
子

（
お
さ
か
だ
・
ゆ
う
こ
）

▼
国
際
法

Ａ
・
Ｂ
▼
京

都
大
学
・
人

間
・
環
境
学

研
究
科
博
士
課
程
▼
博
士
（
人

間
･
環
境
学
）

経
済
学
部  

経
済
学
科

講
師
　
増
田
　
淳
矢

（
ま
す
だ
・
じ
ゅ
ん
や
）

▼
統
計
学

の
基
礎
▼

神
戸
大
学
・

経
済
学
研

　

二
〇
〇
九
年
度
新
任
教
員
研

修
セ
ミ
ナ
ー
が
四
月
二
日
、
名

古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
十
一
号
館

（
本
館
）会
議
室
で
行
わ
れ
た
。

研
修
セ
ミ
ナ
ー
の
対
象
は
、
二

〇
〇
八
年
秋
採
用
二
人
と
二
〇

〇
九
年
四
月
採
用
十
三
人
の
計

十
五
人
（
国
際
教
養
学
部
三
人
、

国
際
英
語
学
部
、
心
理
学
部
、

経
営
学
部
各
二
人
、
体
育
学
部
、

情
報
理
工
学
部
、
経
済
学
部
、

法
学
部
、
総
合
政
策
学
部
、
法

務
研
究
科
各
一
人
）
。

　

昨
年
の
第
一
回
に
続
く
セ
ミ

ナ
ー
で
、
講
師
の
北
川
薫
学
長

は
一
時
間
に
わ
た
り
、
中
京
大

学
の
歴
史
と
建
学

の
精
神
、
大
学
組

織
、
教
学
の
現
状

と
課
題
な
ど
を
話

し
た
。
研
修
会
に

続
く
懇
親
会
に
は

梅
村
清
英
副
理
事

長
・
経
済
学
研
究

科
長
、
朝
子
邦
松

事
務
局
長
も
参
加

し
、
賑
や
か
に
懇

談
し
た
。

究
科
博
士
課
程
▼
博
士
（
経
済

学
）

経
営
学
部  

経
営
学
科

講
師
　
山
﨑
　
喜
代
宏

（
や
ま
ざ
き
・
き
よ
ひ
ろ
）

▼
経
営
戦

略
論
Ⅰ
・

Ⅱ
▼
神
戸

大
学
・
経

営
学
研
究
科
博
士
課
程

講
師
　
潮 

　
清
孝

（
う
し
お
・
す
み
た
か
）

▼
管
理
会

計
Ⅰ
・
Ⅱ

▼
京
都
大

学
・
経
済

学
研
究
科
博
士
課
程

　
　
情
報
理
工
学
部
　

　
　
　
　
機
械
情
報
工
学
科

教
授
　
沼
田
　
宗
敏

（
ぬ
ま
だ
・
む
ね
と
し
）

▼
機
械
動

力
学
基
礎

Ａ
・
Ｂ
▼

富
山
県
立

大
学
・
工
学
研
究
科
博
士
課
程

▼
博
士
（
工
学
）

体
育
学
部  

健
康
科
学
科

助
教
　
坂
口
　
結
子

（
さ
か
ぐ
ち
・
ゆ
う
こ
）

▼
体
育
実

技
Ⅰ
水
泳

Ⅰ
▼
中
京

大
学
・
体

育
学
研
究
科
博
士
課
程

法
務
研
究
科

専
門
教
授
　
髙
木
　
道
久

（
た
か
ぎ
・
み
ち
ひ
さ
）

▼
倒
産
法

▼
中
央
大

学
法
学
部

教
学
部
学
生
課

高
橋
　
源
一
郎
（
た
か
は
し
・

げ
ん
い
ち
ろ

う
）
▼
中
京

大
学

入
試
セ
ン
タ
ー

伊
藤
　
真
之
（
い
と
う
・
ま
さ

ゆ
き
）
▼
南

山
大
学

学
事
セ
ン
タ
ー  

学
事
課

松
村
　
亜
矢
子
（
ま
つ
む
ら
・

あ
や
こ
）
▼

中
京
大
学

情
報
シ
ス
テ
ム
部

中
村
　
真
也
（
な
か
む
ら
・
し

ん
や
）
▼
岐

阜
大
学

豊
田
事
務
局
ス
ポ
ー
ツ
支
援
課

市
川
　
敏
伸
（
い
ち
か
わ
・
と

し
の
ぶ
）
▼

日
本
体
育
大

学

研
修
後
、北
川

学
長
と
記
念

写
真
に
収
ま

る
参
加
者

ビ
ジ
ネ
ス・イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
科
長

寺
岡
　
　
寛

目
指
す
は
ビ
ジ
ネ
ス
の

生
涯
教
育
セ
ン
タ
ー

法
務
研
究
科
長

池
野
　
千
白

実
績
五
年
に
適
合
認
証

法
曹
養
成
の
使
命
は
重
大

新
任
教
員
研
修
セ
ミ
ナ
ー

北
川
学
長
を
講
師
に
開
く

共
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う

新
任
の
教
員
紹
介

新
任
事
務
職
員

所
属
、職
位
、氏
名

担
当
、学
歴
、学
位

（
４
月
１
日
付
）

部
署
、氏
名
、出
身
大
学

（
４
月
１
日
付
）
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国
際
教
養
学
部
の
浅
野
豊
美

教
授
の
著
書
「
帝
国
日
本
の
植

民
地
法
制
―
法
域
統
合
と
帝
国

秩
序
」（
〇
八
年
、
名
古
屋
大
学

出
版
会
刊
）
が
三
月
二
十
五
日

に
第
三
十
八
回
褒
賞
・
吉
田
賞

　

現
代
社
会
学
部
の
大
友
昌
子

教
授
は
三
月
二
十
五
日
、
第
十

回
（
〇
八
年
度
）
損
保
ジ
ャ
パ

ン
記
念
財
団
賞
（
著
書
部
門
）

を
受
賞
し
た
。

　

同
賞
は
、
社
会
福
祉
学
の
向

上
や
日
本
の
社
会
福
祉
国
家
と

し
て
の
発
展
に
寄
与
す
る
た
め
、

九
九
年
度
に
日
本
社
会
福
祉
学

会
と
日
本
地
域
福
祉
学
会
の
後

援
で
創
設
さ
れ
た
。
著
書
、
論

文
の
二
部
門
が
あ
り
、
大
友
教

授
が
受
賞
し
た
著
書
部
門
は
毎

年
、
最
優
秀
一
件
が
選
ば
れ
、

副
賞
（
研
究
・
出
版
費
助
成
）

と
し
て
百
万
円
が
贈
ら
れ
る
。

　

大
友
教
授
の
受
賞
対
象
と
な

っ
た
著
書
は
「
帝
国
日
本
の
植

民
地
社
会
事
業
政
策
研
究
―
台

　

総
合
政
策
学
部
客
員
教
授

に
五
月
一
日
付
で
、
松
原
武

久
・
前
名
古
屋
市
長
が
就
任

し
た
。

　

松
原
さ
ん
は
名
古
屋
市
教

育
長
を
経
て
、
九
七
年
四
月

の
同
市
長
選
に
出
馬
し
て
当
選
、

今
年
四
月
ま
で
三
期
十
二
年
、

市
長
を
務
め
、
指
定
都
市
市
長

会
会
長
、
Ｉ
Ｃ
Ｌ
Ｅ
Ｉ
（
持
続

可
能
性
を
目
指
す
自
治
体
国
際

協
議
会
）
世
界
理
事
等
を
歴
任

し
た
。　

　

松
原
さ
ん
は
週
一
回
、
総
合

政
策
学
部
の
専
門
教
育
科
目
を

担
当
。
春
学
期
は
「
事
例
研

究
」
の
授
業
名
で
二
、
三
、
四

年
生
に
自
治
体
行
政
の
現
場
で

の
都
市
経
営
の
課
題
を
テ
ー

マ
に
講
義
を
行
っ
て
い
る
。

今
年
度
の
秋
学
期
に
は
「
行

政
過
程
論
」

の
授
業
を
行

う
予
定
。

　

客
員
教
授

は
、
特
に
専

門
の
学
術
技
能
に
秀
で
た
者

（
客
員
教
授
規
程
）
の
中
か

ら
任
用
さ
れ
る
。

　

文
学
部
言
語
表
現
学
科
の
間

島
由
美
子
客
員
教
授
が
五
月
十

五
日
、
第
二
十
九
回
上
野
五
月

日
本
文
化
研
究
奨
励
賞
を
獲
得

し
た
。

　

間
島
客
員
教
授
は
国
立
国
会

図
書
館
に
永
く
勤
務
し
、
古
典

籍
課
主
査
、
主
題
情
報
部
主
任

元
経
営
学
部
教
授

新
井
　
益
太
郎
さ
ん

（
あ
ら
い
・
ま
す
た
ろ
う
）

四
月
十
二
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

87
歳
。
90

〜
93
年
在

職
。
会
計

学
、
税
法
。

司
書
な
ど
を
経
て
、
四
月
に
客

員
教
授
に
就
任
。
同
賞
は
公
益

信
託
上
野
五
月
記
念
日
本
文
化

研
究
奨
励
基
金
が
主
宰
し
、
日

本
文
学
や
美
術
、
歴
史
な
ど
の

ジ
ャ
ン
ル
の
基
盤
を
支
え
る
資

料
研
究
の
功
績
者
に
授
与
す
る

由
緒
あ
る
賞
。
間
島
客
員
教
授

は
「
『
寛
永
行
幸
記
』
絵
巻
を

始
め
と
す
る
古
典
籍
資
料
の
書

　

本
学
園
は
四
月
一
日
付
で
、元
教
授
五
人（
三

月
三
十
一
日
付
で
定
年
・
選
択
定
年
退
職
）に
中

京
大
学
名
誉
教
授
の
称
号
を
授
与
し
た
。
名
誉

教
授
の
称
号
授
与
は
九
十
人
と
な
っ
た
。

　

称
号
を
授
与
さ
れ
た
の
は
次
の
み
な
さ
ん
。

カ
ッ
コ
内
は
退
職
時
の
所
属
学
部
。

福
吉 

瑛
子
さ
ん
（
国
際
英
語
学
部
）

渡
辺 

忠
夫
さ
ん
（
国
際
英
語
学
部
）

玉
﨑 

紀
子
さ
ん
（
国
際
教
養
学
部
）

中
尾 

隆
行
さ
ん
（
国
際
教
養
学
部
）

丸
山 

敬
一
さ
ん
（
法　

  

学　

  

部
）

誌
学
的
研
究
と
国
立
国
会
図
書

館
に
お
け
る
収
集
・
整
理
・
調

査
活
動
」
が
高
く
評
価
さ
れ
て

受
賞
し
た
。

　

情
報
理
工
学
部
の
加
納
政
芳

講
師
が
五
月
九
日
、
感
性
工
学

会
主
催
第
二
回
感
性
ロ
ボ
テ
ィ

ク
ス
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
ベ
ス
ト

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
賞
に
選

ば
れ
た
。

　

加
納
講
師
は
「
な
に
も
で
き

な
い
ロ
ボ
ッ
トB

abyloid

の
開
発
」の
テ
ー
マ
で
、
介
護

さ
れ
る
人
に
介
護
さ
れ
る
赤
ち

ゃ
ん
人
形
ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発
に

つ
い
て
発
表
し
た
。
要
介
護
者

に
生
き
が
い
や

存
在
意
義
を
与

え
る
ロ
ボ
ッ
ト

の
研
究
で
、
新
し
い
視
点
と
優

れ
た
デ
ザ
イ
ン
性
が
高
く
評
価

さ
れ
た
。

　

同
研
究
は
、
文
部
科
学
省
科

学
研
究
費
補
助
金
の
若
手
研
究

A
に
も
採
択
さ
れ
て
い
る
。

湾
・
朝
鮮
」

（
10
面
の
著

書
欄
で
紹

介
）
。
戦
前

の
日
本
が
ア

ジ
ア
地
域
で
展
開
し
た
植
民
地

統
治
の
中
か
ら
台
湾
と
朝
鮮
の

植
民
地
社
会
事
業
政
策
を
取
り

上
げ
て
比
較
検
討
し
、
そ
の
特

質
を
明
ら
か
に
し
た
五
百
三
頁

に
及
ぶ
大
冊
。

（
吉
田
茂
賞
）を
、
六
月
十
二
日

に
は
第
二
十
五
回
大
平
正
芳
記

念
賞
を
受
賞
し
た
。

　

吉
田
茂
賞
は
、
㈶
吉
田
茂
国

際
基
金
が
日
本
外
交
史
・
政
治

史
の
分
野
で
国
際
的
素
養
の
認

め
ら
れ
る
学
者
に
授
与
す
る
学

術
賞（
賞
金
五
十
万
円
）。大
平

正
芳
記
念
賞
は
、
㈶
大
平
正
芳

記
念
財
団
が
故
大
平
元
首
相
の

唱
え
た
環
太
平
洋
連
帯
構
想
に

相
応
し
い
現
代
政
治
学
・
経
済

学
関
連
の
業
績
に
贈
る
賞（
同

百
万
円
）。浅
野
教
授
は
二
人
目

の
ダ
ブ
ル
受
賞
と
な
っ
た
。

　

著
書
は
日
本
植
民
地
法
制
と

戦
後
賠
償
を
題
材
に
帝
国
の
起

源
・
変
質
・
解
体
を
実
証
的
手
法

で
論
じ
、
地
域
史
的
新
枠
組
み

を
提
示
し
た
も
の
。
浅
野
教
授

は
こ
の
著
書
に
よ
り
、
東
京
大

学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
か

ら
博
士
学
位
も
授
与
さ
れ
た
。

　

学
内
組
織
の
省
エ
ネ
推
進
委

員
会
（
委
員
長
・
北
川
薫
学

長
）
は
、
学
生
や
教
職
員
に
省

エ
ネ
へ
の
取
り
組
み
強
化
を
促

す
た
め
、
啓
発
ポ
ス
タ
ー
を
作

成
し
、
名
古
屋
、
豊
田
各
キ
ャ

ン
パ
ス
に
百
枚
ず
つ
掲
示
し
た
。 　

ポ
ス
タ
ー
は
Ａ
２
判
の
大
き

さ
。
「
講
義
が
終
わ
っ
た
ら
照

明
・
エ
ア
コ
ン
を
切
ろ
う
」

「
エ
ア
コ
ン
の
温
度
は
夏
二
十

七
度
、
冬
二
十
度
」
「
で
き
る

だ
け
階
段
を
利
用
し
よ
う
」
な

ど
と
呼
び
か
け
て
い
る
。

◆

　

中
京
大
学
は
六
月
一
日
か
ら

十
月
三
日
ま
で
、
名
古
屋
、
豊

田
両
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
「
ク
ー

ル
ビ
ズ
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

冷
房
の
設
定
温
度
が
二
十
七
度

を
下
回
ら
な
い
よ
う
に
し
て
省

エ
ネ
に
努
め
る
一
方
、
教
職
員

に
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
、
ノ
ー
上
着

の
「
夏
の
軽
装
」
を
認
め
て
い

ま
す
の
で
、
キ
ャ
ン
パ
ス
訪
問

者
の
方
も
ご
理
解
、
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　

中
京
大
学

　
　
　
　

省
エ
ネ
推
進
委
員
会

大友教授

間島客員教授

加納講師

浅野教授

訃
　
　
報

浅
野
豊
美
教
授（
国
際
教

養
学
部

）の
著
書
が

大
友
昌
子
教
授（
現
代
社

会
学
部

）は

損
保
ジ
ャ
パ
ン
記
念
財
団
賞松

原
武
久
前
名
古
屋
市
長
が

総
合
政
策
学
部
客
員
教
授
に

❖
吉
田
茂
賞 

❖
大
平
正
芳
記
念
賞

「
帝
国
日
本
の
植
民
地
法
制

　
　

―
法
域
統
合
と
帝
国
秩
序
」

間島由美子・文
学部客員教授

元教授5人に
名誉教授の称号

上野五月日本文化
研究奨励賞を獲得

加
納 

政
芳
講
師（
情
報
理
工

）

感
性
工
学
会
で
受
賞

学内にエコ・ポス
ター、クールビズ
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経
営
学
部
は
、
国
際
化
、
複

雑
化
が
進
む
現
代
の
ビ
ジ
ネ
ス

社
会
に
対
応
し
た
経
営
理
論
と

実
践
へ
の
応
用
力
を
兼
ね
備
え

た
ビ
ジ
ネ
ス
・
パ
ー
ソ
ン
の
育

成
を
よ
り
強
化
す
る
た
め
、
一

〇
年
度
に
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

導
入
す
る
。

　

新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
理
論

系
科
目
の
再
編
と
実
践
科
目
の

新
設
を
柱
と
し
、
経
験
と
気
づ

き
、
学
び
、
実
践
の
サ
イ
ク
ル

で
自
主
性
や
専
門
知
識
、
実
践

力
を
高
め
る
学
習
モ
デ
ル
の
提

案
を
特
徴
と
し
て
い
る
。

（
本
記
１
面
に
）

詳
細
は
本
学
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
「N
et Cam

pus

」

に
記
載

　

社
会
人
基
礎
力
や
、
専
門
教

育
と
関
連
付
け
た
英
語
力
等
を

高
め
る
実
践
科
目
を
新
設
す
る
。

　

問
題
の
発
見
・
解
決
能
力
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を

養
う
演
習
系
科
目
「
学
び
の
リ

テ
ラ
シ
ー
」
「
ゼ
ミ
リ
テ
ラ
シ

ー
」
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
」
、

専
門
教
育
と
関
連
付
け
た
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
育
成

す
る
選
抜
制
「
ア
ド
バ
ン
ス
ト

･
ビ
ジ
ネ
ス
･
イ
ン
グ
リ
ッ
シ

ュ
」
、
学
習
の
動
機
付
け
を
図

る
体
験
学
習
「
海
外
ビ
ジ
ネ
ス

研
修
」
な
ど
、
社
会
で
活
躍
す

る
た
め
の
基
礎
力
と
実
践
力
を

培
う
。

　

本
学
の
人
工
知
能
高
等
研
究

所
が
、
全
国
の
特
色
あ
る
秀
で

た
六
研
究
所
の
一
つ
と
し
て
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
放
送
の
サ
イ

エ
ン
ス
チ
ャ
ン
ネ
ル
（
独
立
行

政
法
人
・
科
学
技
術
振
興
機
構

＝
Ｊ
Ｓ
Ｔ
＝
運
営
）
で
六
月
八

日
に
紹
介
さ
れ
た
。

「
Ｔ
Ｈ
Ｅ 

Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｏ
―
研
究

所
の
歴
史
に
見
る
科
学
の
系
譜

―
」
と
題
さ
れ
た
六
回
シ
リ
ー

ズ
の
三
十
分
番
組
で
、
東
京
大

学
地
震
研
究
所
、
京
都
大
学
霊

長
類
研
究
所
、
早
稲
田
大
学
ヒ

ュ
ー
マ
ノ
イ
ド
研
究
所
な
ど
と

と
も
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
五
回

目
に
放
送
。
人
工
知
能
高
等
研

究
所
の
設
立
に
尽
力
し
た
福
村

晃
夫
名
誉
教
授
へ
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
や
、
情
報
理
工
学
部
の
付

置
研
究
所
と
し
て
行
っ
て
い
る

企
業
と
の
共
同
研
究
、
最
近
の

マ
シ
ン
ビ
ジ
ョ
ン
応
用
研
究
の

事
例
（
レ
ス
キ
ュ
ー
ロ
ボ
ッ
ト
、

ク
ル
マ
デ
ザ
イ
ン
、
ネ
ッ
ト
メ

デ
ィ
ア
、
ア
ス
リ
ー
ト
計
測
、

似
顔
絵
ロ
ボ
ッ
ト
）
な
ど
が
紹

介
さ
れ
た
。

　

理
論
系
専
門
科
目
を
、
学
生

が
将
来
目
指
す
職
種
に
対
応
し

た
科
目
群
「
企
業
･
戦
略
」

「
組
織
･
管
理
」
「
会
計
･
財

務
」
の
三
分
野

に
再
編
。
一
年

次
に
基
礎
科
目
、

二
年
次
に
基
幹

科
目
、
二
―
四
年
次
に
展
開
科

目
と
段
階
的
に
体
系
化
し
、
必

要
な
知
識
を
効
率
的
に
修
得
で

き
る
よ
う
設
定
し
た
。

「
企
業
･
戦
略
」
は
起
業
家
や

企
画
、
戦
略
部
門
な
ど
に
対
応

し
、
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
戦
略
や
経

営
情
報
論
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

リ
サ
ー
チ
等
を
学
ぶ
。
「
組
織

･
管
理
」
は
人
事
、
生
産
管
理

部
門
な
ど
に
対
応
し
、
人
材
、

生
産
の
各
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
論
や

組
織
デ
ザ
イ
ン
論
等
を
学
ぶ
。

「
会
計
・
財
務
」
は
経
理
、
財

務
部
門
な
ど
に
対
応
し
、
経
営

財
務
、
国
際
会
計
、
証
券
投
資

論
等
を
学
ぶ
。

　

経
営
学
部
は
ワ
ー
ル
ド
ビ
ジ

ネ
ス
に
対
応
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
、
ビ
ジ
ネ

ス
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
育

成
を
目
指
す
専
門
教
育
と
、
ワ

ー
ル
ド
ワ
イ
ド
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の

対
応
を
支
援
す
る
グ
ロ
ー
バ

ル
教
育
を
展
開
し
て
い
く
。

　

理
論
系
専
門
科
目
と
実
践

科
目
を
有
機
的
に
組
み
合
わ

せ
、
「
気
づ
く
、
学
ぶ
、
実

践
す
る
」
の
サ
イ
ク
ル
で
モ

デ
ル
化
。
自
己
の
可
能
性
の

探
求
、
明
確
な
目
的
意
識
、

高
度
な
専
門
知
識
と
確
か
な

実
践
力
を
段
階
的
に
養
っ
て

い
く
。

ネット放送が紹介

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
る

福
村
名
誉
教
授

経営学部
意欲のカリキュラム

「
気
づ
く
、学
ぶ
、実
践
す
る
」軸
に

10年度から

目
指
す
職
種
に
応
じ
３
分
野

 

基
礎 

↓ 

基
幹 

↓ 

展
開 

段
階
学
習

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
の
育
成
と

グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
を
展
開

社
会
人
基
礎
力
、英
語
力
養

い
、海
外
ビ
ジ
ネ
ス
研
修
も

●
理
論
系
科
目
の
再
編

●
ワ
ー
ル
ド
ビ
ジ
ネ
ス

に
対
応
し
た
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
デ
ザ
イ
ン
　

●
実
践
科
目
の
新
設

「
企
業･

戦
略
」

「
組
織･

管
理
」

「
会
計･

財
務
」

本学の人工知能高等研究所

〈サイエンスチャンネル〉

〝全国卓越６研究所〟で
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本
学
か
ら
海
外
の
大
学
へ
派

遣
す
る
〇
九
年
度
交
換
留
学
生

は
十
七
人
で
、
留

学
先
が
ア
メ
リ
カ

十
三
人
（
Ｉ
Ｓ
Ｅ

Ｐ
加
盟
大
学
十
一

人
、
個
別
協
定
校

二
人
）
、
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
三
人
、
フ

ラ
ン
ス
一
人
（
と

も
に
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｐ
加

盟
大
学
）
に
決
ま

っ
た
。

　

派
遣
学
生
の
選

考
は
学
業
成
績
、

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
、
面
接
の
総
合
点

で
行
わ
れ
、
十
二
月
の
国
際
交

流
委
員
会
で
決
定
し
た
。
選
考

さ
れ
た
学
生
は
八
月
の
出
発
に

向
け
、
四
月
か
ら
四
カ
月
間
、

国
際
セ
ン
タ
ー
留
学
前
研
修
に

参
加
。
本
学
教
職
員
か
ら
留
学

の
心
構
え
や
必
要
な
知
識
、
語

学
ス
キ
ル
、
留
学
先
で
の
授
業

対
応
能
力
、
危
機
管
理
な
ど
の

指
導
を
毎
週
受
け
て
い
る
。

　

派
遣
期
間
は
約
一
年
間
。
学

生
は
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
で
専
門

的
に
学
び
た
い
分
野
を
中
心
に

履
修
す
る
。

　

海
外
の
大
学
か
ら
の
受
け
入

れ
留
学
生
は
四
カ
国
か
ら
十
五

人
で
、
国
別
の
内
訳
は
ア
メ
リ

カ
八
人
（
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｐ
加
盟
大
学

六
人
、
個
別
協
定
校
二
人
）
、

韓
国
四
人
（
全
員
個
別
協
定

校
）
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
二
人
、

フ
ラ
ン
ス
一
人
（
と
も
に
Ｉ
Ｓ

Ｅ
Ｐ
加
盟
大
学
）
。
四
月
か
ら

日
本
語
の
ほ
か
、
母
国
で
専
攻

し
て
い
る
心
理
学
や
経
済
学
な

ど
を
中
心
に
学
ん
で
い
る
。

　

留
学
生
は
、
国
際
セ
ン
タ
ー

や
本
学
の
学
生
が
主
催
す
る
イ

ベ
ン
ト
（
名
古
屋
城
や
産
業
技

術
記
念
館
な
ど
の
史
跡
や
各
種

施
設
の
見
学
）
に
も
積
極
的
に

参
加
。
和
服
の
着
付
け
や
陶
芸

な
ど
に
も
挑
戦
し
、
日
本
の
文

化
や
名
古
屋
の
歴
史
に
つ
い
て
、

体
験
を
通
し
て
楽
し
く
学
ん
で

い
る
。

　

本
学
は
学
生
の
語
学
力
向
上

や
外
国
人
留
学
生
と
の
キ
ャ
ン

パ
ス
内
交
流
を
よ
り
活
発
に
す

る
た
め
、
国
際
セ
ン
タ
ー
の
施

設
・
設
備
を
よ
り
充
実
。
場
所

も
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
一
階
北
側

（
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｃ
･
ス

ク
エ
ア
跡
）
に
移
転
し
た
。

　

学
習
･
交
流
ス
ペ
ー
ス
の
ラ

ウ
ン
ジ
を
従
来
の
約
三
倍
に
あ

た
る
百
四
十
㎡
に
拡
充
。
自
由

に
交
流
で
き
るA

gora

（
ア

ゴ
ラ
）
と
、
日
本
語
で
の
会
話

を
禁
止
し
たSalone

（
サ
ロ

ー
ネ
）
の
二
つ
を
設
け
た
。
グ

ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
用

テ
ー
ブ
ル
も
四
脚
設
置
。
三
方

向
が
ガ
ラ
ス
張
り
の
た
め
室
内

は
明
る
く
、
よ
り
オ
ー
プ
ン
な

雰
囲
気
に
な
っ
た
。

　

英
語
放
送
に
よ
る
リ
ス
ニ
ン

グ
学
習
が
で
き
る
ほ
か
、
海
外

留
学
や
語
学
力
ア
ッ
プ
に
関
す

る
種
々
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
常

置
し
、
パ
ソ
コ
ン
四
台
も
設
置

し
た
。

　

国
際
セ
ン
タ
ー
は
新
し
い
ラ

ウ
ン
ジ
を
利
用
し
て
、
海
外
の

大
学
を
紹
介
す
る
留
学
フ
ェ
ア

や
留
学
生
が
母
国
に
つ
い
て
学

生
と
話
す
交
流
タ
イ
ム
な
ど
、

様
々
な
学
習
や
交
流
の
機
会
を

つ
く
っ
て
い
る
。

　

利
用
時
間
は
平
日
午
前
九
時

か
ら
午
後
五
時
ま
で
。
土
曜
日

は
午
後
零
時
半
ま
で
。
（
日
曜

休
館
）

　

第
六
回
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
学
内
試

験
（
九
百
九
十
点
満
点
）
で
優

秀
な
成
績
を
修
め
た
学
生
の
表

彰
式
が
四
月
二
十
日
に
行
わ
れ
、

八
百
点
以
上
を
取
得
し
た
八
学

部
四
十
三
人
に
北
川
薫
学
長
か

ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ

た
。

　

同
試
験
は
十
二
月
二
十
一
日

（
一
部
一
月
二
十
五
日
）に
実
施

さ
れ
、
最
高
得
点
は
九
百

四
十
点
で
、
九
百
点
以
上

が
過
去
最
高
の
十
人
に
上

っ
た
。
表
彰
さ
れ
た
学
生

の
学
年
別
（
受
験
時
点
）

内
訳
は
四
年
五
人
、
三
年

二
十
人
、
二
年
十
二
人
、

一
年
六
人
。

　

六
月
十
四
日
に
実
施
し

た
第
七
回
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
学

内
試
験
に
は
千
九
百
六
十

四
人
が
受
験
し
た
。

　

体
育
学
部
の
学
生
が
中
心
と

な
っ
て
組
織
す
る
中
京
大
学
コ

ー
チ
＆
ト
レ
ー
ナ
ー
部
会

（M
IC’S

）
が
三
月
十
、
十
一

日
、
「
全
国
学
生
ト

レ
ー
ナ
ー
の
集
い
」

を
豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス

で
開
い
た
。

　

全
国
か
ら
学
生
ト

レ
ー
ナ
ー
や
教
員
ら

約
六
百
人
が
参
加
し
、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
通

し
て
、
ト
レ
ー
ナ
ー

の
役
割
や
活
動
内
容

に
つ
い
て
情
報
交
換

を
行
う
と
と
も
に
、

交
流
も
深
め
た
。
同

集
い
は
今
回
で
十
二

回
目
。
体
育
系
学
部
を
も
つ
大

学
の
学
生
が
幹
事
と
な
っ
て
、

企
画
や
実
施
を
担
当
し
て
い
る
。

　

M
IC’S

は
、
ト
レ
ー
ナ
ー

の
基
礎
知
識
や
技
術
の
習
得
を

目
的
と
し
た
週
二
回
の
勉
強
会

や
外
部
講
師
を
招
い
て
の
月
例

講
演
会
の
開
催
を
中
心
に
活
動
。

本
学
の
ス
ポ
ー
ツ
系
の
ク
ラ
ブ

や
サ
ー
ク
ル
な
ど
の
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
と
し
て
、
選
手
の
練
習
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
学
生
も
多

い
。M

IC’S

は
二
つ
の
ト
レ

ー
ナ
ー
関
連
サ
ー
ク
ル
、

C
A
TT

（
ア
ス
レ
テ
ィ
ッ
ク

ト
レ
ー
ナ
ー
チ
ー
ム
）
と

C
C
C
A

（
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ

ン
グ
コ
ー
チ
＆
ト
レ
ー
ナ
ー
部

会
）
が
合
体
し
、
〇
八
年
に
結

成
さ
れ
た
。

国際センター国際センター国際センタ国際センタ国際センタ

表
彰
さ
れ
た
学
生

と
北
川
学
長（
前
列

中
央
）

新
設
さ
れ
た
交

流
ラ
ウ
ン
ジ「
ア

ゴ
ラ
」、赤
色
タ

ペ
ス
ト
リ
ー
奥
は

「
サ
ロ
ー
ネ
」

留学前研修を受ける本学の学生

名古屋城を見学した外国からの留学生

主催した本学コーチ＆トレーナー部会の学生たち

国
際
セ
ン
タ
ー
施
設
充
実

第
６
回
学
内
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ

800
点
以
上
の
成
績
優
秀
者

学
生
ト
レ
ー
ナ
ー
の
集
い

全
国
か
ら
６
０
０
人
が
参
加

在学生と留学生
学内交流を促進

派
遣
は
３
カ
国
へ
17
人

受
け
入
れ
は
４
カ
国
か
ら
15
人

８
学
部
43
人
を
表
彰

ラ
ウ
ン
ジ
移
転

学
習
の
場
に
も

米
、仏
、フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
の
大
学
へ

日
本
の
文
化
や

歴
史
も
学
ぶ

０９年度
交　換
留学生
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１
、
学
生
生
徒
等
納
付
金
収
入

　

一
四
六
億
六
千
六
百
万
円
を

計
上
し
ま
し
た
。
予
算
学
生
数

の
見
込
み
に
よ
り
、
二
〇
〇
八

年
度
予
算
に
比
べ
一
・
三
％
の

減
少
と
し
ま
し
た
。

　

２
、
手
数
料
収
入

　

五
億
六
千
四
百
万
円
を
計
上

し
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
が
入
学

検
定
料
で
す
。

　

３
、
補
助
金
収
入

　

五
億
八
百
万
円
を
計
上
し
ま

し
た
。
国
庫
か
ら
の
補
助
金
が

主
な
も
の
で
す
。

　

４
、
資
産
運
用
収
入

　

受
取
利
息
等
の
収
入
で
、
二

億
八
千
五
百
万
円
を
見
込
み
ま

し
た
。

　

１
、
人
件
費
支
出

　

七
七
億
三
千
九
百
万
円
を
計

上
し
ま
し
た
。
二
〇
〇
八
年
度

予
算
と
比
べ
〇
・
九
％
減
少
し

て
い
ま
す
。

　

２
、
経
費
支
出

　

情
報
教
育
関
連
経
費
、
研
究

費
、
学
生
募
集
経
費
な
ど
、
教

育
研
究
経
費
と
管
理
経
費
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て

五
六
億
五
千
二
百
万
円
で
、
二

〇
〇
八
年
度
予
算
と
比
べ
四
・

六
％
の
増
加
で
す
。

　

３
、
施
設
関
係
支
出

　

名
古
屋
学
舎
校
舎
改
造
な
ど

の
事
業
費
と
し
て
六
億
六
千
一

百
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

４
、
設
備
関
係
支
出

　

機
器
備
品
費
、
図
書
費
な
ど

の
支
出
と
し
て
六
億
五
百
万
円

を
計
上
し
ま
し
た
。

　

１
、
帰
属
収
入

　

一
六
二
億
三
千
三
百
万
円
を

計
上
し
ま
し
た
。
二
〇
〇
八
年

度
予
算
と
比
べ
三
・
七
％
の
減

少
と
な
っ
て
い
ま
す
。
前
年
度

に
は
現
物
寄
付
金
が
含
ま
れ
て

い
ま
す
。

　

２
、
基
本
金
組
入
額

　

組
入
額
と
し
て
四
億
二
千
七

百
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

３
、
消
費
収
入

一
五
八
億
六
百
万
円
で
、
二
〇

〇
八
年
度
予
算
と
比
べ
一
・
〇

％
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

４
、
消
費
支
出

　

一
五
〇
億
五
千
三
百
万
円
を

計
上
し
ま
し
た
。
二
〇
〇
八
年

度
予
算
と
比
べ
一
・
六
％
減
少

し
て
い
ま
す
。

　

５
、
消
費
収
支
差
額

　

消
費
収
入
か
ら
消
費
支
出
を

差
し
引
い
た
収
支
差
額
は
七
億

五
千
三
百
万
円
の
収
入
超
過
が

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

先
般
の
学
園
評
議
員
会
及
び
理
事
会
に
お
き
ま
し
て
、
中

京
大
学
の
二
〇
〇
九
年
度
予
算
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
資
金
収
支
予
算
書
は
表
１
、
消
費
収
支
予

算
書
は
表
２
の
と
お
り
で
す
。

　

梅
村
学
園
の
予
算
も
同
様
に

決
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
資
金

収
支
予
算
書
は
表
３
、
消
費
収

支
予
算
書
は
表
４
の
と
お
り
で

す
。
ま
た
、
二
〇
〇
九
年
度
の

事
業
計
画
の
概
要
は
次
の
と
お

り
で
す
。

◆

〈
中
京
大
学
〉

・
国
際
教
養
学
部
、
情
報
理
工

学
部
機
械
情
報
工
学

科
が
開
設
二
年
目
を

迎
え
ま
す
。

・
名
古
屋
学
舎
四
号
館
及
び
豊

田
学
舎
五
号
館
の
改
造
、
校
内

整
備
な
ど
の
施
設
整
備
を
行
い

ま
す
。

〈
中
京
大
学
附
属
中
京
高
等
学

校
〉

・
五
号
館
増
改
築
な
ど
の
整
備

工
事
を
行
い
ま
す
。

〈
三
重
高
等
学
校
〉

・
校
内
整
備
工
事
を
行
い
ま
す
。

（
理
事
　
鬼
頭 

俊
二
）

科　　目

科　　目

科　　目

科　　目

学生生徒等納付金収入
手 数 料 収 入
寄 付 金 収 入
補 助 金 収 入
資 産 運 用 収 入
事 業 収 入
雑 収 入
前 受 金 収 入
そ の 他 の 収 入
資 金 収 入 調 整 勘 定

前 年 度 繰 越 支 払 資 金

収 入 の 部 合 計

人 件 費 支 出
教 育 研 究 経 費 支 出
管 理 経 費 支 出
借 入 金 等 利 息 支 出
借 入 金 等 返 済 支 出
施 設 関 係 支 出
設 備 関 係 支 出
資 産 運 用 支 出
そ の 他 の 支 出
予 備 費

学 生 生 徒 等 納 付 金
手 数 料
寄 付 金
補 助 金
資 産 運 用 収 入
事 業 収 入
雑 収 入
帰 属 収 入 合 計
基 本 金 組 入 額 合 計
消 費 収 入 の 部 合 計

人 件 費
教 育 研 究 経 費
管 理 経 費
借 入 金 等 利 息
資 産 処 分 差 額

予 備 費

消 費 支 出 の 部 合 計

当年度消費収入超過額

学 生 生 徒 等 納 付 金
手 数 料
寄 付 金
補 助 金
資 産 運 用 収 入
事 業 収 入
雑 収 入
帰 属 収 入 合 計
基 本 金 組 入 額 合 計
消 費 収 入 の 部 合 計

人 件 費
教 育 研 究 経 費
管 理 経 費
借 入 金 等 利 息
資 産 処 分 差 額

予 備 費

消 費 支 出 の 部 合 計

当年度消費収入超過額

資 金 支 出 調 整 勘 定
次 年 度 繰 越 支 払 資 金
支 出 の 部 合 計

科　　目 科　　目

科　　目 科　　目

学生生徒等納付金収入
手 数 料 収 入
寄 付 金 収 入
補 助 金 収 入
資 産 運 用 収 入
事 業 収 入
雑 収 入
借 入 金 等 収 入
前 受 金 収 入
そ の 他 の 収 入
資 金 収 入 調 整 勘 定
前 年 度 繰 越 支 払 資 金
収 入 の 部 合 計

人 件 費 支 出
教 育 研 究 経 費 支 出
管 理 経 費 支 出
借 入 金 等 利 息 支 出
借 入 金 等 返 済 支 出
施 設 関 係 支 出
設 備 関 係 支 出
資 産 運 用 支 出
そ の 他 の 支 出
予 備 費
資 金 支 出 調 整 勘 定
次 年 度 繰 越 支 払 資 金
支 出 の 部 合 計

14,666,440 14,855,334

14,666,440 14,855,334
564,320 605,595

0 208,000
507,539 570,976
284,500 307,500
170,000 245,972
40,000 58,000

16,232,799 16,851,377
△426,593 △1,201,369

7,636,449 7,794,746
5,628,458 5,583,823
1,631,133 1,578,150
6,816 10,230
50,000 277,540
100,000 50,000

15,052,856 15,294,489
753,350 355,51915,806,206 15,650,008

7,739,353 7,813,295
4,232,860 4,043,422
1,419,224 1,362,459
6,816 10,230
330,000 330,000
660,500 1,637,892
604,993 1,132,321
1,580,010 1,585,620
1,169,139 1,074,873
100,000 50,000

△420,090 △546,712
12,670,761 13,517,842
30,093,566 32,011,242

2009年度予算 2008年度予算 2009年度予算 2008年度予算

2009年度予算 2008年度予算 2009年度予算 2008年度予算

2009年度予算 2008年度予算 2009年度予算 2008年度予算

2009年度予算 2008年度予算 2009年度予算 2008年度予算

564,320 605,595
0 8,000

507,539 570,976
284,500 307,500
170,000 245,972
40,000 58,000

2,481,535 2,533,610
397,000 609,084

△2,533,610 △2,729,984
13,517,842 14,947,155
30,095,566 32,011,242

17,089,335 17,367,782

17,089,335 17,367,782
650,733 693,149
8,559 232,150

1,651,622 1,782,794
299,985 326,700
184,070 262,522
63,216 144,910

19,947,520 20,810,007
△945,446 △1,336,772

10,468,737 10,888,047
6,639,708 6,649,410
1,984,127 1,943,675
25,956 27,660
58,000 318,807
133,500 71,500

19,310,028 19,899,099
△307,954 △425,86419,002,074 19,473,235

10,575,951 11,076,790
4,858,111 4,727,774
1,753,905 1,709,653
25,956 27,660
572,156 571,166
1,166,670 2,087,276
713,068 1,234,717
1,580,010 1,585,620
790,463 1,046,461
133,500 71,500

△490,058 △747,880
13,885,411 14,886,328
35,565,143 38,277,065

650,733 693,149
6,909 28,835

1,651,622 1,782,794
299,985 326,700
184,070 262,522
81,036 376,295
250,871 348,283
2,939,209 2,994,222
1,176,473 1,576,633

△3,651,428 △3,993,224
14,886,328 16,513,074
35,565,143 38,277,065

（単位：千円）2009年度 中京大学資金収支予算書表1

（単位：千円）2009年度 中京大学消費収支予算書表2

（単位：千円）2009年度 梅村学園資金収支予算書表3

（単位：千円）2009年度 梅村学園消費収支予算書表4

収 入 の 部 支 出 の 部

消 費 収 入 の 部 消 費 支 出 の 部

消 費 収 入 の 部 消 費 支 出 の 部

収 入 の 部 支 出 の 部

２
０
０
９

年　
　

度

中
京
大
学
の
予
算

資
金
収
支

予
算
書（
表
１
）

消
費
収
支

予
算
書（
表
２
）

収
入
の
部

支
出
の
部

梅
村
学
園
の
予
算
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〇
九
年
度
大
学
祭
実
行
委
員

会
（
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
＝
第

五
十
六
回
、
豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス

＝
第
十
六
回
）
が
発
足
し
、
テ

ー
マ
を
発
表
し
た
。
名
古
屋
は

『
遊
』
。
豊
田
は
『
凛
』
〜
凛

と
し
て
咲
き
誇
れ　

と
よ
た
祭

の
花
〜
。

　

実
行
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
は

十
月
二
十
九
日
の
前
夜
祭
、
三

十
日
―
十
一
月
一
日
の
本
祭
に

向
け
、
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
や
協

力
者
の
募
集
、
業
者
と
の
交
渉

な
ど
、
授
業
や
レ
ポ
ー
ト
作
成

の
合
間
を
縫
っ
て
準
備
に
奔
走

し
て
い
る
。

実
行
委
員
長
･
神
田
歩（
現
代

社
会
3
）▽
監
査
･
藤
田
倫
久
、

三
宅
達
也（
生
命
シ
4
）▽
運
営

局
長
･
佐
々
木
健
翔（
情
報
シ

3
）▽
運
営
局
統
括
･
岡
正
人

（
現
代
社
会
3
）、岡
田
和
真（
情

報
メ
3
）▽
渉
外
･
渡
邉
善
貴

（
現
代
社
会
2
）、中
野
知
香（
情

報
知
能
2
）▽
会
計
･
山
岸
真

那
美（
現
代
社
会
2
）▽
総
務
･

伊
藤
優（
現
代
社
会
2
）▽
ブ
ー

ス
･
遠
藤
亜
希
子（
現
代
社
会

2
）、川
添
和
泉
、渡
辺
幸
恵（
情

報
シ
2
）▽
情
宣
局
長
･
上
山

佐
弥
佳（
情
報
知
能
3
）▽
情
宣

局
統
括
･
神
鳥
薫（
情
報
知
能

3
）、田
澤
一
馬（
情
報
メ
3
）▽

編
集
･
前
田
遼（
現
代
社
会
2
）、

一
木
淳
平
、澤
木
亮
佑（
情
報
メ

2
）▽
Ｈ
Ｐ
･
中
村
宏
明
、横
山

貴
弘（
情
報
シ
2
）▽
広
報
･
天

野
美
奈
穂
、磯
貝
由
希
、国
枝
礼

奈
、牧
村
真
理
、松
野
結
実
、吉

村
徹（
現
代
社
会
2
）、仙
石
謙

二
郎（
情
報
シ
2
）▽
美
術
･
飯

田
美
紗
子
、川
島
唯
弓（
現
代
社

会
2
）、廣
野
誉
粋（
情
報
メ
2
）

▽
企
画
局
長
･
匂
坂
祐
也（
現

代
社
会
3
）▽
企
画
局
統
括
･

佐
橋
恵（
現
代
社
会
3
）、後
藤

貴
和
子（
情
報
知
能
3
）、浜
崎

一
良（
生
命
シ
3
）▽
イ
ベ
ン
ト

･
加
藤
千
果
、斎
田
真
穂
、中
祥

美
、松
本
典
子（
現
代
社
会
2
）、

中
根
光
規（
機
械
情
報
2
）▽
企

画
･
常
木
遥
、耳
塚
裕
子（
現
代

社
会
2
）、福
岡
賢
人（
情
報
メ

2
）、野
内
大
輔（
健
康
2
）▽
記

念
品
･
相
川
真
里
奈
、久
保
実

里（
現
代
社
会
2
）▽
ス
テ
ー
ジ

･
今
西
正
章
、島
田
茉
莉
映
、林

洋
佑（
現
代
社
会
2
）、上
野
祐

正
、小
池
隆
太（
情
報
シ
2
） 

、秦

真
一（
情
報
知
能
2
） 〈
敬
称
略
〉

実
行
委
員
長
･
加
藤
智（
心
理

4
）▽
副
実
行
委
員
長
･
古
橋

拓
也（
経
済
3
）▽
会
計
･
西
部

美
香（
心
理
3
）▽
渉
外
･
前
田

早
紀（
日
本
文
学
4
）▽
編
集
･

西
分
康
裕（
言
語
表
現
4
）、石

川
幸
美（
日
本
文
学
2
）、舟
橋

智
美（
経
営
2
）▽
企
画
･
柴
茉

里
香（
総
合
政
策
3
）、安
井
信

博（
経
済
3
）、石
上
愛
弓
、下
林

達
成（
言
語
表
現
2
）、永
井
康

太（
国
際
英
語
2
）、児
玉
絵
莉

佳（
心
理
2
）、片
山
敬
士
郎（
総

合
政
策
2
）、難
波
智
博
、家
田

訓
子（
経
営
2
）　　
　

〈
敬
称
略
〉

　

今
年
の
テ
ー
マ
は「
遊
」。
多

く
の
方
が
時
間
を
忘
れ
る
ほ
ど

遊
ん
だ
経
験
が
一
度
は
あ
る
と

思
う
。中
京
大
学
祭
で
、そ
の
時

の
気
持
ち
を
思
い
出
し
て
欲
し

い
。
こ
の
テ
ー
マ
に
は
そ
ん
な

想
い
が
込
め
ら

れ
て
い
る
。

　

今
年
は
学
内
団
体
対
抗
の
ク

イ
ズ
大
会
を
始
め
、
大
人
か
ら

子
ど
も
ま
で
楽
し
め
る
企
画
を

数
多
く
用
意
し
て
い
る
。
中
で

も
、
中
京
大
学
祭

を
締
め
く
く
る

「
宵
祭
」
は
、
会

場
全
体
を
巻
き
込

ん
だ
合
唱
な
ど
、

有
終
の
美
を
飾
る
に
ふ
さ
わ
し

い
企
画
に
な
る
よ
う
準
備
を
進

め
て
い
る
。

　

是
非
遊
び
に
来
て
下
さ
い
！

　

中
京
大
学
と
よ
た
祭
は
今
年

で
十
六
回
目
を
迎
え
る
。
今
回

の
実
行
委
員
会
は
、
過
去
最
多

の
人
数
で
発
足
。
賑
や
か
で
活

気
の
あ
る
大
学
祭
を
創
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

テ
ー
マ『
凛
』

に
は
、
実
行
委

員
の
メ
ン
バ
ー
が
凛
と
し
た
雰

囲
気
で
大
学
祭
を
創
り
、
ス
タ

ッ
フ
や
来
場
者
全
員
が
「
一
人

ひ
と
り
が
と
よ
た
祭
に
咲
く
誇

り
高
き
花
」
と
感

じ
て
欲
し
い
と
い

う
意
味
を
込
め
た
。

　

テ
ー
マ
に
恥
じ

ぬ
よ
う
に
凛
と
し

て
誇
り
高
い
大
学
祭
を
創
っ
て

い
け
る
よ
う
に
、
実
行
委
員
一

同
全
力
を
尽
く
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

　

日
本
経
済
は
本
来
あ
る
べ

き
水
準
へ
と
大
き
く
下
降
し

て
い
く
と
予
想
さ
れ
る
。
長

年
に
わ
た
り
目
先
の
景
気
振

興
を
目
指
し
、
国
が
莫
大
な

借
金
を
積
み
重
ね
た
た
め
で

あ
る
。
わ
が
国
が
借
金
地
獄

に
陥
る
の
を
避
け
る
た
め
に

は
国
民
が
大
き
な
犠
牲
を
払

う
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
を
覚

悟
し
て
問
題
を
解
決
す
れ
ば
、

私
た
ち
は
再
び
希
望
を
持
つ

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

警
鐘
を
鳴
ら
し
、
国
民
の
決

意
を
促
す
書
で
あ
る
。

　

著
者
は
理
事
・
学
術
顧
問
・

名
誉
教
授
。
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

刊
。
本
体
一
、
四
〇
〇
円
。

　

一
八
九
五
年
か
ら
一
九
四

五
年
の
間
、
日
本
は
ア
ジ
ア

地
域
で
植
民
地
統
治
を
展
開

し
た
。
本
書
は
そ
の
中
か
ら

台
湾
と
朝
鮮
の
植
民
地
社
会

事
業
政
策
を
と
り
あ
げ
比
較

検
討
し
た
。
こ
の
時
期
日
本

で
は
社
会
事
業
の「
近
代
化
」

政
策
が
行
わ
れ
た
が
、
台
湾
、

朝
鮮
の
政
策
は
ど
の
よ
う
で

あ
っ
た
か
、「
近
代
化
」の
ベ

ク
ト
ル
と
各
地
の
「
福
祉
文

化
的
基
盤
」
の
拮
抗
の
中
に

植
民
地
社
会
事
業
政
策
の
特

質
を
明
ら
か
に
し
た
研
究
。

　

著
者
は
現
代
社
会
学
部
教

授
。
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
刊
。

本
体
八
、
〇
〇
〇
円
。

　

本
書
は
約
五
年
間
に
わ
た

る
米
国
取
材
に
基
づ
き
、
米

国
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
バ
ン

ク
の
実
相
を
、
地
域
社
会
と

の
関
わ
り
合
い
に
重
点
を
置

き
つ
つ
描
出
し
て
い
る
。

　

わ
が
国
の
地
域
金
融
に
関

〈
11
面
７
段
目
へ
続
く
〉

大 

学 

祭
前
夜
祭　

10
月
29
日（
木
）

本　

祭　

10
月
30
日（
金
）〜
11
月
１
日（
日
）

実
行
委
、テ
ー
マ
決
ま
る

第
56
回
実
行
委

第
16
回
実
行
委

名古屋キャンパス

「遊」テーマ

豊田キャンパス

「凛」～凛として咲き誇れ　　　とよた祭の花～テーマ

「
楽
し
め
る
企
画
多
数
」

実
行
委
員
長

加
藤　

智
心
理
４

「
誇
り
高
き
大
学
祭
に
」

実
行
委
員
長

神
田　

歩
現
代
社
会
３

著
書
紹
介

Works Published
日
本
経
済・絶
望
の
先

に
あ
る
希
望
―「
大
デ
フ

レ
」「
悪
性
イ
ンフ
レ
」を
超
え
て

水
谷　

研
治
著

地
域
社
会
と
協
働
す

る
コ
ミ
ュニ
テ
ィ・バ
ン
ク

―
米
国
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
銀
行・

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
ユニ
オ
ン
と
Ｎ

　
Ｐ
Ｏ
―

由
里　

宗
之
著

帝
国
日
本
の
植
民
地

社
会
事
業
政
策
研
究

―
台
湾・朝
鮮
―

大
友　

昌
子
著
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わ
る
諸
情
勢
や
政
策
論
議
を

念
頭
に
、「
米
国
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
バ
ン
ク
、
そ
れ
を
取

り
巻
く
地
域
社
会
（
の
諸
組

織
）、さ
ら
に
は
監
督
当
局
の

姿
勢
か
ら
何
を
学
び
う
る

か
」
と
い
う
実
践
的
視
点
が
、

本
書
の
基
調
と
な
っ
て
い
る
。

　

著
者
は
総
合
政
策
学
部
教

授
。
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
刊
。

本
体
六
、
五
〇
〇
円
。

　

本
書
は
高
校
柔
道
授
業
の

改
善
を
長
年
に
わ
た
り
図
っ

て
き
た
成
果
で
あ
る
。
柔
道

を
学
ぶ
意
義
は
、
そ
の
創
始

者
嘉
納
治
五
郎
の
提
唱
す
る

「
精
力
善
用
」「
自
他
共
栄
」に

あ
る
。
相
手
を
尊
重
し
、
高

め
合
う
過
程
で
、
民
主
社
会

に
貢
献
す
る
資
質
を
育
て
る

と
こ
ろ
に
本
来
の
ね
ら
い
が

あ
る
。
柔
道
の
本
質
に
沿
っ

た
実
践
の
姿
と
、
こ
れ
か
ら

の
柔
道
授
業
の
あ
り
方
を
論

じ
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

著
者
は
本
学
国
際
教
養
学

部
教
授
。
教
育
新
聞
社
刊
。

本
体
二
、
〇
〇
〇
円
。

　

ア
メ
リ
カ
金
融
不
況
の
影

響
は
日
本
の
自
動
車
産
業
を

直
撃
し
、
ト
ヨ
タ
の
赤
字
へ

の
転
落
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る

「
ト
ヨ
タ
・
シ
ョ
ッ
ク
」は
世

界
を
驚
か
せ
た
。
ま
た
、
ト

ヨ
タ
な
ど
の
い
ち
早
い
、
非

正
規
労
働
者
の「
雇
い
止

め
」
「
派
遣
切
り
」
は
社
会

的
に
大
き
な
不
安
を
引
き
起

こ
し
て
い
る
。
本
書
は
、
ト

ヨ
タ
生
産
シ
ス
テ
ム
を
一
方

で
支
え
る
ト
ヨ
タ
の
最
近
の

労
使
関
係
に
焦
点
を
当
て
、

そ
の
変
化
を
明
ら
か
に
し
て

い
る
。

　

編
著
者
は
経
営
学
部
教
授
。

税
務
経
理
協
会
刊
。
本
体
四
、

七
○
○
円
。

〈
16
面
５
段
目
へ
続
く
〉

　

文
化
会
は
四
月
二
十
五
日
、

第
十
三
回
豊
田
系
ク
ラ
ブ
発
表

会
を
テ
ー
マ
「
チ
ー
ム
と
よ
た

の
栄
光
」
の
下
、
豊
田
キ
ャ
ン

パ
ス
４
１
１
教
室
で
開
催
し
た
。

当
日
は
悪
天
候
の
中
、
百
人
を

超
え
る
来
場
者
が
あ
っ
た
。

　

子
ど
も
の
頃
を
思
い
出
さ
せ

る
児
童
福
祉
活
動
部
の
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
発
表
、
不
可
能
を

可
能
に
す
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

研
究
会
の
技
術
、
サ
ウ
ン
ド
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ラ
イ
ブ
、

演
劇
部
○B

E
G
IN
T
H
E 

KID

、
美
術
ク
ラ
ブ
、
天
文
ク

ラ
ブ
、
出
版
部
、
放
送
ク
ラ
ブ

Ｔ
Ｍ
Ｐ
、
鉄
道
研
究
会
の
ム
ー

ビ
ー
や
実
演
に
よ
る
発
表
な
ど
、

九
ク
ラ
ブ
が
約
四
時
間
に
亘
り

練
習
の
成
果
や
活
動
内
容
を
披

露
し
た
。
笑
い
あ
り
、
感
動
あ

り
で
、
発
表
者
と
観
客
の
一
体

感
が
あ
っ
た
。

　

昨
年
十
二
月
以
来
、
ス
タ
ッ

フ
一
同
悩
み
苦
し
ん
で
頑
張
っ

て
き
た
が
、
満
足
の
い
く
素
晴

ら
し
い
発
表
会
に
な
っ
た
。
こ

こ
で
培
っ
た
団
結
力
と
行
動
力

で
今
後
の
豊
田
系
ク
ラ
ブ
の
発

　

文
化
会
講
演
会
は
七
月
三
日

（
金
）午
後
六
時
三
十
分
か
ら
、

名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ

る
。
講
師
は
、
ハ
ン
マ
ー
投
げ

で
日
本
選
手
権
十
連
覇
、
ア
ジ

ア
大
会
五
連
覇
、
四
度
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
、
ア
ジ
ア

の
鉄
人
と
称
さ
れ
た
室
伏
重
信

体
育
学
部
教
授
で
、
「
人
の
可

　

文
化
会
は
八
月
八
日（
土
）、

名
古
屋
市
中
区
金
山
地
区
の

「
二
〇
〇
九
金
山
夏
ま
つ
り
」

に
協
賛
し
、
同
地
区
に
あ
る
中

京
大
学
文
化
市
民
会
館
で
「
中

京
大
学
金
山
ま
つ
り
」
を
開
催
。

市
民
の
皆
さ
ん
に
日
頃
の
活
動

の
成
果
を
披
露
す
る
。

▼
企
画
の
部
「
合
同
合
唱
」

▼
舞
台
発
表
の
部　

混
声
合
唱

団
、
ギ
タ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、

和
楽
部
が
合
奏
を
、
吹
奏
楽
団
、

軽
音
楽
部
が
演
奏
を
行
う
。

▼
制
作
展
示
の
部　

児
童
文
化

研
究
会
、
会
計
学
研
究
会
、
電

子
計
算
組
織
研
究
会
、
自
然
科

学
研
究
会
、
考
古
学
研
究
会
、

法
律
研
究
会LA

W
PRA
Y

、
美
術
部
、
漫
画
研
究
会
、
児
童

福
祉
活
動
部
、
美
術
ク
ラ
ブ
、

演
劇
部
○B

E
G
IN
T
H
E 

KID

、
出
版
部
、
天
文
ク
ラ
ブ

◆

　

い
ず
れ
も
、
一
般
の
方
の
参

加
可
。
入
場
無
料
、
申
込
不
要
。

お
問
い
合
わ
せ
は
文
化
会
執
行

部
室
（
☎
０
５
２
―
８
３
５
―

７
１
６
９
）
ま
で
。

能
性
に
つ
い
て
」
が
テ
ー
マ
。

　

い
か
に
潜
在
能
力
を
引
き
出

す
か
。
選
手
の
能
力
を
高
め
る

本
質
と
は
何
か
。
競
技
者
時
代

に
自
身
の
身
体
で
実
験
し
た
こ

と
、
指
導
者
と
し
て
選
手
に
し

て
き
た
体
験
か
ら
、
人
間
の
持

つ
可
能
性
の
大
き
さ
に
つ
い
て

語
る
。

展
、
文
化
会
の
活
発
化
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
。
（
豊
田
委
員

長
･
社
会
４
･
安
藤　

祐
人
）

う
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
感
覚
で
安

易
に
手
を
出
し
て
し
ま
う
若
者

も
い
る
が
、
甘
い
誘
惑
に
は
絶

対
に
負
け
な
い
よ
う
に
」
と
注

意
し
た
。
薬
物
に
手
を
出
し
た

若
者
の
悲
劇
を
扱
っ
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ

の
上
映
も
あ
り
、
新
入
生
ら
は

薬
物
の
怖
さ
を
認
識
し
た
。

　

大
麻
や
Ｍ
Ｄ
Ｍ
Ａ
な
ど
薬
物

の
恐
ろ
し
さ
を
知
っ

て
も
ら
お
う
と
、
学

生
課
は
四
月
二
、
三

日
、
名
古
屋
、
豊
田

両
キ
ャ
ン
パ
ス
で
愛

知
県
警
少
年
課
の
伴

野
幸
善
警
部
補
を
講

師
に
招
い
て
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
行

っ
た
。

　

名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
は
海
外

留
学
や
研
修
の
機
会
の
多
い
国

際
英
語
学
部
と
国
際
教
養
学
部
、

豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
は
体
育
学
部

の
新
入
生
を
対
象
に
実
施
。
伴

野
警
部
補
は
大
学
生
な
ど
若
者

の
間
に
も
急
速
に
広
が
り
を
見

せ
て
い
る
薬
物
事
犯
の
実
態
を

説
明
し
、
「
薬
物
は
人
間
の
心

も
体
も
ボ
ロ
ボ
ロ
に
し
て
し
ま

　

体
育
会
は
五
月
二
十
三
日
、

豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
４
１
１
教
室

で
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
セ
ミ
ナ
ー

を
行
っ
た（
写
真
）。
体
育
会
の

会
員
に
な
っ
た
新
入
生
が
、
体

育
会
の
一
員
と
し
て
の
誇
り
を

持
ち
、伝
統
を
継
承
し
、貪
欲
に

部
活
動
に
取
り
組
む
意
識
を
高

め
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
た
。

　

今
回
は
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を

使
っ
て
体
育
会
組
織
に
つ
い
て

説
明
し
た
。
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ

見
学
も
行
い
、
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス

ケ
ー
ト
の
小
塚
崇
彦
選
手

（
体
育
３
）ら
が
演
技
を
披

露
し
た
。

　

水
泳
部
の
伊
藤
健
太
選

手（
体
育
１
）が
新
入
生
代

表
の
挨
拶
で「
私
の
目
標

は
日
本
記
録
。
皆
で
体
育

会
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
」と
話
し
た
。

（
広
報
担
当
局
長
･
経
済

３
･
久
和　

稔
浩
）

芝芝

　

文
化
会
は
夏
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト
、「
文
化
会
講
演
会
」（
七
月
三
日
）と「
中
京
大
学
金
山
ま
つ
り
」

（
八
月
八
日
）の
実
施
に
向
け
、
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

文
化
会
講
演
会
は
学
生
と
市
民
が
対
象
で
、
今
年
が
三
十
七
回
目
。
中
京
大
学
金
山
ま
つ
り
は
、

名
古
屋
市
中
区
金
山
の
商
店
街
と
町
内
会
が
実
施
す
る
夏
祭
り
の
一
環
と
し
て
、
文
化
会
が
協
力
。

文
化
会
所
属
の
ク
ラ
ブ
が
日
頃
の
成
果
を
披
露
す
る
。

大
麻
な
ど
薬
物
の

恐
ろ
し
さ
に
つ
い
て

話
す
伴
野
警
部
補

成
果
を
披
露
し
た
文
化
会
豊
田
系
９

ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー

室伏教授

活気充分 文化会

豊田系９クラブが発表会

笑
い
あ
り 

感
動
あ
り

怖
い
薬
物
手
を
出
す
な

両
キ
ャ
ン
パ
ス
で
ガ
イ
ダ
ン
ス

文
化
会
講
演
会…

…
 

７
月
３
日

室
伏
重
信
教
授
が
講
師

中
京
大
学
金
山
ま
つ
り…

 

８
月
８
日

体
育
会
フ
レ
ッ
シ

ュ
マ
ン
セ
ミ
ナ
ー

Works Published

著
書
紹
介

ト
ヨ
タ
の
労
使
関
係

猿
田　

正
機
編
著

柔
道
と
協
同
学
習

―
自
他
共
栄
の
原
理
を
踏
ま
え

　

た
強
い
個
の
育
成

杉
江　

修
治
他
著
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受
験
生
向
け
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「N
et Cam

pus

」に
は
、
試

験
方
式
別
、
学
部
別
の
入
試
情

報
や
入
試
ア
ド
バ
イ
ス
、
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
内
容
、
就
職
支
援

体
制
、
資
格
取
得
状
況
、
キ
ャ

ン
パ
ス
紹
介
な
ど
、
中
京
大
学

に
関
す
る
情
報
や
話
題
が
満
載

　

受
験
生
に
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開

放
し
、
中
京
大
学
を
身
近
に
感

じ
て
も
ら
う
企
画
「
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
」
を
、
七
月
十
八
、

十
九
日
に
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス

で
、
九
月
二
十
日
に
豊
田
キ
ャ

ン
パ
ス
で
開
催
す
る
。
受
験
生

は
中
京
大
生
に
な
っ
た
気
分
で
、

キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
施
設
を
自
由

に
見
学
し
た
り
、
講
義
を
聴
い

た
り
と
、
中
京
大
学
の
雰
囲
気

を
体
感
で
き
る
。

　

毎
年
人
気
を
集
め
て
い
る
模

擬
講
義
や
学
部
の
概
要
説
明
は
、

名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
全
十

一
学
部
で
、
豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス

で
は
現
代
社
会
・
情
報
理
工
・

体
育
の
三
学
部

で
実
施
す
る
。

　

就
職
・
資
格

取
得
・
留
学
・

奨
学
金
な
ど
の

担
当
部
署
職
員

と
の
面
談
や
、

図
書
館
・
情
報

セ
ン
タ
ー
な
ど

の
施
設
見
学
も

で
き
る
。

　

学
科
別
に
分

か
れ
た
相
談
コ

ー
ナ
ー
で
は
、

教
員
や
学
部
生
、
大
学
院
生
か

ら
授
業
内
容
や
課
外
活
動
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
関
心
の
あ
る
話
を
直

接
聞
く
こ
と
が
で
き
る
。

　

豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
こ
の

ほ
か
、
ヒ
ュ
ー
マ
ノ
イ
ド
ロ
ボ

ッ
ト
な
ど
最
先
端
の
機
器
や
設

備
を
持
つ
理
工
系
実
験
棟
の
ほ

か
、
国
内
初
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ

ー
ト
専
用
リ
ン
ク
「
ア
イ
ス
ア

リ
ー
ナ
」
を
は
じ
め
、
五
十
ｍ

プ
ー
ル
な
ど
の
各
種
ス
ポ
ー
ツ

施
設
も
見
学
で
き
る
。

　

開
催
時
間
は
午
前
十
時
か
ら

午
後
四
時
ま
で
。
参
加
自
由
。

保
護
者
の
方
も
参
加
可
。

さ
れ
て
い
る
。

　

一
〇
年
四
月
に
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
改
革
を
実
施
す
る
経
営
学
部

の
詳
細
も
掲
載
し
て
い
る
。

　

携
帯
端
末
か
ら
ア
ク
セ
ス
す

る
「M

obile Cam
pus

」

も
内
容
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。
学

部
・
学
科
の
情
報
や
、
進
学
相

談
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
を

随
時
発
信
す
る
。

　

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
会
員
登

録
者
に
は
、
最
新
の
時
事
問
題

や
英
単
語
問
題
を
毎
日
配
信
し
、

受
験
勉
強
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
。

　

入
学
願
書
や
大
学
案
内
、
昨

年
度
の
入
試
問
題
集
な
ど
の
各

種
資
料
は「N

et Cam
pus

」

や
「M

obile Cam
pus

」

か
ら
請
求
で
き
る
。

　

推
薦
入
試
・
Ａ
Ｏ
入

試
の
願
書
は
七
月
、
一

般
入
試
・
セ
ン
タ
ー
試

験
利
用
入
試
の
願
書
は

十
一
月
か
ら
発
送
。
大

学
案
内
、
入
試
問
題
集

は
既
に
配
布
を
始
め
て

い
る
。
電
話
、
は
が
き

に
よ
る
請
求
も
可
。

　

中
京
大
学
の
二
〇
一
〇
年

度
入
学
試
験
日
程
が
決
ま
っ

た
。
十
月
の
Ａ
Ｏ
入
試
で
ス

タ
ー
ト
。
推
薦
入
試
は
十
一

月
に
、
メ
イ
ン
の
一
般
入
試

は
二
月
に
実
施
す
る
。

　

入
試
セ
ン
タ
ー
で
は
、
中

京
大
学
へ
の
入
学
を
希
望
し

て
い
る
受
験
生
や
、
一
、
二

年
後
に
大
学
受
験
に
臨
む
高

校
一
・
二
年
生
に
、
中
京
大

学
を
よ
り
理
解
し
て
も
ら
え

る
よ
う
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
や
、
全
国
で
開
催
す
る

進
学
相
談
会
へ
の
参
加
を
呼

び
か
け
て
い
る
。

中
京
大
学
の
教
育
内
容

を
紹
介
し
た
大
学
案
内

高校生らが次々と訪れた昨年のオー
プンキャンパス（名古屋・ガレリア）

入試対策などを聴く参加者（同）

2010年度

入 試 案 内

名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス

７
月
18
日（
土
）・
19
日（
日
）

全
11
学
部
で
実
施

豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス

９
月
20
日（
日
）

現
代
社
会
・
情
報
理
工・

体
育
学
部
で
実
施

未
来
に
向
け
て
、し
な
や
か
に
適
応
す
る
11
学
部

大
学
の
雰
囲
気
も
体
感
で
き
る

模
擬
講
義
聴
き
施
設
見
学

情
報
・
話
題
満
載
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

受験生向けHP
「Net Campus」

試験方式やアドバイス

携帯版HP
「Mobile Campus」

イベント情報など

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改

革
の
経
営
学
部
も

入
学
願
書
、
大
学
案
内
、
昨
年

度
の
入
試
問
題
集
の
請
求
も

参
加
自
由
、
保
護
者
の
方
も
ど
う
ぞ
！
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他
大
学
と
合
同
で
行
う
業
者
企
画
の
進
学
相
談
会
が
五
月
か
ら

全
国
で
始
ま
っ
た
。
五
月
三
十
・
三
十
一
日
に
名
古
屋
国
際
会
議

場
で
行
わ
れ
た
相
談
会
に
は
七
千
人
以
上
が
来
場
。
本
学
の
面
談

ブ
ー
ス
へ
三
百
四
十
九
人
の
受
験
生
ら
が
訪
れ
、
入
試
情
報
や
講

義
内
容
、
奨
学
金
な
ど
、
入
試
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
の
説
明
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

　

中
京
大
学
が

七
月
以
降
に
参

加
す
る
進
学
相

談
会
は
、
北
海

道
か
ら
沖
縄
ま

で
十
二
都
道
県

で
、
計
二
十
二

回
開
催
さ
れ
る
。

受
験
生
は
も
ち

ろ
ん
、
保
護
者

の
皆
さ
ん
も
参

加
で
き
る
の
で
、

気
軽
に
ご
参
加

を
。

お問い合わせ先 中京大学入試センター （直）TEL.052-835-7170.7173

2010年度  中京大学 学部入試日程

入試に関する詳細は、
入試要項を参照してください。

地区
北海道 8 28 金 札幌 札幌パークホテル
関　東 7 4 土 東京 日本武道館

北　陸

静岡県

9 9 水 金沢 金沢駅もてなしドーム
9 10 木 富山 ANAクラウンプラザホテル富山
9 11 金 福井 フェニックス・プラザ
9 18 金 浜松 アクトシティ浜松
11 14 土 浜松 アクトシティ浜松

岐阜県

愛知県

8 29 土 岐阜 じゅうろくプラザ
10 6 火 大垣 ロワジールホテル
7 5 日 名古屋 吹上ホール
7 29 水 名古屋 ナゴヤドーム
9 5 土 名古屋 名古屋国際会議場イベントホール
9 6 日 名古屋 名古屋国際会議場イベントホール
9 12 土 豊橋 名豊ビル（豊橋グランドホテル）
10 7 水 名古屋 吹上ホール
11 21 土 名古屋 愛知県産業労働センター
12 5 土 名古屋 ホテルキャッスルプラザ

三重県
中国
九州

沖縄県

8 30 日 四日市 じばさん三重
9 13 日 広島 広島グリーンアリーナ
9 24 木 福岡 ソラリア西鉄ホテル
7 16 木 那覇 おきでんふれあいホール
7 17 金 那覇 おきでんふれあいホール

開催日 開催地 会　場

一　般

特Ⅰ

特Ⅲ

前期日程

後期日程

後期日程

前期日程
5教科型

前期日程
3・4教科型

推薦入試

一般入試

センター試験
利用入試

9月8日（火）～9月16日（水）

10月23日（金）～11月12日（木）

10月23日（金）～10月30日（金）

1月7日（木）～1月22日（金）

1月7日（木）～1月15日（金）

2月19日（金）～2月26日（金）

1月7日（木）～1月15日（金）

1月7日（木）～2月1日（月）

2月19日（金）～3月8日（月）

一次 書類審査
二次 10月17日（土）

一次 10月2日（金）
二次 10月23日（金）

試験区分

ＡＯ入試

実施学部

国際英語（英米文化）

一次 書類審査
二次 10月10日（土）

国際英語（国際英語）・
総合政策・情報理工

全学部（体育科学科以外）

体育（実技型）
文・現代社会・法・情報理工

国際教養・総合政策・
経済・経営

経済・経営

全学部
※体育学部はD方式・Ｅ方式実施
（Ｅ方式は体育科学科のみ）

全学部（M3・2方式）

全学部
※情報理工学部以外は2教科型で実施
    情報理工学部は数学1教科型で実施

全学部
※前期日程 4教科型は
現代社会・法学部のみ実施

出願期間
郵送（消印有効）

試験日

9月17日（木）

10月23日（金）～11月5日（木）体育 11月6日（金）

11月13日（金） 11月23日（祝）

11月23日（祝）

11月14日（土）

2月6日（土）
A・D・E方式

2月7日（日）
A・D方式

2月8日（月）
A・D方式

2月9日（火）
A・D方式

2月1日（月）

3月7日（日）

個別試験は
課さない

実施せず

11月2日（月）

1月25日（月）

2月27日（土）

1月18日（月）

1月18日（月）

2月2日（火）

3月9日（火）

2月10日（水）
D・CP方式

1月7日（木）～
1月25日（月）

※E方式は実施せず

1月7日（木）～
1月18日（月）

2月19日（金）～
2月27日（土）

1月7日（木）～
1月18日（月）

1月7日（木）～
2月2日（火）

2月19日（金）～
3月9日（火）

12月6日（日）
12月2日（水）

12月5日（土） 12月9日（水）

12月9日（水）

12月2日（水）

3月17日（水）

3月17日（水）

2月10日（水）

窓口受付日 ネット出願
合格発表日

一般入試

推薦入試 一般推薦 ※体育科学科を除く

前期日程

後期日程

試験区分 試験日

11月23日
2月1日・6日
2月7～10日
3月7日

全国17都市に地方試験会場を設けます
地方試験会場

札
　
幌

東
　
京

富
　
山

金
　
沢

松
　
本

静
　
岡

浜
　
松

岐
　
阜

豊
　
橋

津
大
　
阪

岡
　
山

広
　
島

松
　
山

福
　
岡

那
　
覇

福
　
井

※上記試験区分以外では、地方試験はありません。

※特Ⅰは一芸一能推薦、特Ⅲは専門高校特別推薦。特Ⅱ（指定校推薦）については記載しておりませんので入試要項を参照してください。

2月18日（木）

2月18日（木）

賑
わ
う
中
京
大
ブ
ー
ス

全
国
で
入
試
・
進
学
相
談
会
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１
．
学
生
生
徒
等
納
付
金

　

一
四
八
億
九
千
七
百
万
円
で

　

先
般
、
中
京
大
学
の
二
〇
〇
八
年
度
決
算
が
確
定
し
ま
し
た
。

各
計
算
書
に
つ
い
て
は
図
表
１
及
び
図
表
２
の
と
お
り
で
す
が
、

消
費
収
支
計
算
書
の
決
算
数
字
を
中
心
と
し
て
そ
の
概
要
を
説

明
し
ま
す
。

前
年
度
に
比
べ
て
二
億
五
千
六

百
万
円
、
一
・
七
％
の
増
加
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
帰
属
収

入
に
対
す
る
構
成
比
率
は
八

七
・
五
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

構
成
割
合
は
収
入
の
各
科
目

間
の
相
対
的
な
も
の
で
も
あ
り
、

他
の
収
入
科
目
の
増
減
に
よ
っ

て
も
左
右
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の

構
成
比
率
は
高
い
水
準
が
続
い

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
二
〇
〇
八
年
五
月
一

日
現
在
の
学
生
総
数
は
一
三
、

六
六
四
人
で
し
た
。

　

２
．
手
数
料

　

こ
の
う
ち
九
八
・
一
％
が
入

学
検
定
料
で
す
。
検
定
料
収
入

は
六
億
一
千
九
百
万
円
、
前
年

度
に
比
べ
て
一
億
四

千
三
百
万
円
、
一

八
・
八
％
の
減
少
と

な
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
志
願
者
数
の
動
向

や
検
定
料
の
見
直
し

に
よ
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
帰
属
収
入
に

対
す
る
構
成
比
率
は

三
・
七
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

３
．
寄
付
金

　

三
億
一
千
七
百
万

円
で
、
前
年
度
に
比
べ
九
億
四

千
二
百
万
円
の
減
少
と
な
り
ま

し
た
。
帰
属
収
入
に
対
す
る
構

成
比
率
は
一
・
九
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。
特
別
寄
付
金
が
一
千

二
百
万
円
、
現
物
寄
付
金
が
三

億
五
百
万
円
で
し
た
。

　

４
．
補
助
金

　

五
億
九
千
六
百
万
円
、
帰
属

収
入
に
占
め
る
割
合
は
三
・
五

％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
う

ち
経
常
費
補
助
金
は
五
億
七
千

八
百
万
円
で
前
年
度
に
比
べ
て

五
千
一
百
万
円
、
八
・
二
％
の

減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
経
常
費
補
助
金
は
「
私

立
学
校
振
興
助
成
法
」
で
経
常

的
経
費
の
二
分
の
一
以
内
を
助

成
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

本
学
で
は
そ
の
割
合
が
四
・
二

％
で
あ
り
、
一
九
九
一
年
度
以

降
一
〇
％
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　

５
．
資
産
運
用
収
入

　

三
億
二
千
万
円
で
、
対
前
年

度
三
千
五
百
万
円
、
一
二
・
一

％
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。
帰

属
収
入
に
対
す
る
割
合
は
一
・

九
％
で
す
。
う
ち
、
受
取
利
息

収
入
は
七
九
・
七
％
を
占
め
て

い
ま
す
。

　

６
．
事
業
収
入

　

受
託
事
業
及
び
オ
ー
プ
ン
カ

レ
ッ
ジ
等
受
講
料
の
収
入
で
す
。

こ
の
収
入
は
二
億
一
千
九
百
万

円
、
前
年
度
に
比
べ
て
三
千
七

百
万
円
、
一
四
・
四
％
の
減
少

と
な
り
ま
し
た
。

　

７
．
帰
属
収
入

　

収
入
の
合
計
は
一
七
〇
億
二

千
六
百
万
円
で
あ
り
、
対
前
年

度
八
億
七
千
二
百
万
円
、
四
・

九
％
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　

８
．
人
件
費

　

七
七
億
四
千
五
百
万
円
で
、

対
前
年
度
比
〇
・
五
％
の
減
少

と
な
り
ま
し
た
。
帰
属
収
入
に

対
す
る
人
件
費
比
率
は
四
五
・

五
％
、
消
費
支
出
に
対
し
て
は

五
二
・
〇
％
の
比
率
と
な
っ
て

い
ま
す
。
二
〇
〇
八
年
五
月
一

日
現
在
の
専
任
教
員
は
三
二
二

人
、
専
任
職
員
は
一
六
八
人
で

し
た
。

　

９
．
教
育
研
究
経
費

　

五
三
億
一
千
三
百
万
円
、
対

前
年
度
比
六
・
二
％
の
増
加
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
消
費
支

出
に
お
け
る
構
成
比
率
は
三

五
・
七
％
で
あ
り
、
二
〇
〇
四

年
度
を
一
〇
〇
と
し
た
場
合
、

そ
の
指
数
は
一
一
一
と
な
り
ま

す
。

　

こ
の
う
ち
減
価
償
却
費
は
一

五
億
三
千
五
百
万
円
、
教
育
研

究
経
費
に
占
め
る
割
合
は
二

八
・
九
％
で
し
た
。

　

10
．
管
理
経
費

　

一
五
億
五
千
万
円
、
対
前
年

度
比
四
・
六
％
の
増
加
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
消
費
支
出
に
お

け
る
構
成
比
率
は
一
〇
・
四
％

で
あ
り
、
二
〇
〇
四
年
度
を
一

〇
〇
と
す
る
と
二
〇
〇
八
年
度

は
一
一
九
と
な
り
ま
す
。

　

11
．
借
入
金
等
利
息

　

一
千
万
円
、
前
年
度
に
比
べ

て
二
百
万
円
の
減
少
と
な
り
ま

し
た
。

　

12
．
消
費
収
入
・
消
費
支
出

　

帰
属
収
入
か
ら
基
本
金
組
入

額
一
二
億
三
千
六
百
万
円
を
控

除
し
た
消
費
収
入
は
一
五
七
億

九
千
万
円
、
対
前
年
度
比
一
・

〇
％
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
消
費
支
出
は
一
四
八
億

九
千
五
百
万
円
、
対
前
年
度
比

〇
・
一
％
の
増
加
と
な
り
ま
し

た
。
消
費
収
入
か
ら
消
費
支
出

を
差
し
引
い
た
消
費
収
支
差
額

は
八
億
九
千
五
百
万
円
の
収
入

超
過
と
な
り
ま
し
た
。

　

各
科
目
に
つ
い
て
は
消
費
収

支
計
算
書
の
中
で
概
要
を
説
明

し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
こ
で
は

資
金
収
支
計
算
書
の
特
有
な
科

目
の
う
ち
主
な
も
の
に
つ
い
て

説
明
し
ま
す
。

　

１
．
前
受
金
収
入

　

二
〇
〇
九
年
度
入
学
生
の
学

生
生
徒
等
納
付
金
は
、
春
学
期

分
が
二
〇
〇
九
年
三
月
末
日
ま

で
に
納
入
さ
れ
る
た
め
、
二
〇

〇
八
年
度
の
収
入
と
し
ま
す
。

前
年
度
に
比
べ
一
億
三
千
三
百

万
円
減
少
し
ま
し
た
。

　

２
．
資
金
収
入
調
整
勘
定

　

期
末
未
収
入
金
と
前
期
末
前

受
金
は
、
現
金
収
受
が
前
年
度

ま
た
は
翌
年
度
以
降
行
わ
れ
、

二
〇
〇
八
年
度
に
は
資
金
の
流

れ
が
伴
わ
な
い
の
で
控
除
さ
れ

ま
す
。

　

３
．
施
設
関
係
支
出

　

建
物
・
構
築
物
に
対
す
る
支

出
で
、
二
〇
〇
八
年
度
は
名
古

屋
学
舎
五
号
館
（
旧
六
号
館
）

改
築
工
事
、
豊
田
学
舎
駐
車
場

整
備
工
事
等
を
行
い
ま
し
た
。

　

４
．
設
備
関
係
支
出

　

機
器
備
品
・
図
書
等
の
取
得

の
た
め
の
支
出
で
す
。
教
育
研

究
用
機
器
備
品
取
得
の
う
ち
主

な
も
の
は
、
情
報
関
係
機
器
、

体
育
関
係
機
器
備
品
、
教
室
Ａ

Ｖ
関
係
機
器
等
で
す
。
ま
た
、

図
書
の
二
〇
〇
八
年
度
末
現
在

の
蔵
書
数
は
約
一
二
八
万
九
千

冊
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

５
．
資
金
支
出
調
整
勘
定

　

期
末
未
払
金
と
前
期
末
前
払

金
は
現
金
支
払
が
前
年
度
ま
た

は
翌
年
度
以
降
行
わ
れ
、
二
〇

〇
八
年
度
に
資
金
の
流
れ
を
伴

わ
な
い
の
で
控
除
さ
れ
ま
す
。

16
面
に
決
算
の
用
語
説
明
と

関
連
図
表
を
掲
載

科　　目

科　　目

科　　目

科　　目

学生生徒等納付金収入
手 数 料 収 入
寄 付 金 収 入
補 助 金 収 入
資 産 運 用 収 入
事 業 収 入
雑 収 入
前 受 金 収 入
そ の 他 の 収 入
資金収入調整勘定

前年度繰越支払資金

収 入 の 部 合 計

人 件 費 支 出
教育研究経費支出
管 理 経 費 支 出
借入金等利息支出
借入金等返済支出
施 設 関 係 支 出
設 備 関 係 支 出
資 産 運 用 支 出
そ の 他 の 支 出
予 備 費

学生生徒等納付金
手 数 料
寄 付 金
補 助 金
資 産 運 用 収 入
事 業 収 入
雑 収 入
帰 属 収 入 合 計
基本金組入額合計
消費収入の部合計

人 件 費
教 育 研 究 経 費
管 理 経 費
借 入 金 等 利 息
資 産 処 分 差 額

予 備 費

消費支出の部合計

当年度消費収入超過額

資金支出調整勘定
次年度繰越支払資金
支 出 の 部 合 計

14,855,334 14,897,413

14,855,334 14,897,413
605,595 630,845
208,000 316,614
570,976 595,674
307,500 320,121
245,972 218,582
58,000 46,775

16,851,377 17,026,024
△1,201,369 △1,236,264

7,794,746 7,744,963
5,583,823 5,313,041
1,578,150 1,549,688
10,230 10,059
277,540 276,974
50,000

15,294,489 14,894,725
355,519 895,03515,650,008 15,789,760

7,813,295 7,775,190
4,043,422 3,762,442
1,362,459 1,333,998
10,230 10,059
330,000 330,000
1,637,892 1,628,652
1,132,321 1,092,119
1,585,620 1,585,609
1,074,873 1,005,005
50,000

△546,712 △726,350
13,517,842 14,331,979
32,011,242 32,128,703

予算額 決算額 予算額 決算額

予算額 決算額 予算額 決算額

605,595 630,845
8,000 11,750

570,976 595,674
307,500 320,121
245,972 218,582
58,000 46,776

2,533,610 2,595,480
609,084 615,631

△2,729,984 △2,750,723
14,947,155 14,947,154
32,011,242 32,128,703

（単位：千円）2008年度 中京大学資金収支計算書図表2

（単位：千円）2008年度 中京大学消費収支計算書図表1

構成比率（中京大学）図表3

収 入 の 部 支 出 の 部

消 費 収 入 の 部 消 費 支 出 の 部

学生生徒等納付金
87.5%

補助金
3.5%

その他
1.9%

その他
9.0%

教育研究経費
35.7%

管理経費
10.4%

人件費
52.0%

帰属収入

消費支出

２
０
０
８

年　
　

度

中
京
大
学
の
決
算

消
費
収
支
計
算
書（
図
表
１
）

資
金
収
支
計
算
書（
図
表
２
）
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学
園
の
決
算
も
同
様
に
確
定

し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を

説
明
し
ま
す
。

　

二
〇
〇
八
年
度
の
消
費
収
支

計
算
書
は
図
表
４
の
と
お
り
で

す
。

　

収
入
の
部
で
は
、
帰
属
収
入

が
二
一
〇
億
三
百
万
円
で
、
予

算
を
上
回
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
う
ち
学
生
生
徒
等
納
付
金

は
一
七
四
億
六
百
万
円
、
収
入

の
八
二
・
九
％
の
構
成
比
率
と

な
っ
て
い
ま
す
。
補
助
金
は
一

八
億
二
千
六
百
万
円
で
、
収
入

に
占
め
る
割
合
は
八
・
七
％
で

す
。
ま
た
、
寄
付
金
は
三
億
四

千
二
百
万
円
で
し
た
。

　

次
に
、
基
本
金
に
組
み
入
れ

た
額
は
、
有
形
固
定
資
産
等
の

増
加
に
伴
う
第
一
号
基
本
金
な

ど
一
三
億
六
千
八
百
万
円
で
し

た
。

　

ま
た
、
帰
属
収
入
か
ら
基
本

金
組
入
額
を
差
し
引
い
た
消
費

収
入
は
一
九
六
億
三
千
五
百
万

円
で
、
前
年
度
に
比
べ
増
加
し

ま
し
た
。

　

一
方
、
消
費
支
出
の
部
で
す

が
、
総
額
一
九
四
億
三
百
万
円

で
、
予
算
内
で
の
執
行
と
な
り

ま
し
た
。
消
費
支
出
の
う
ち
、

人
件
費
は
一
〇
八
億
二
千
二
百

万
円
、
支
出
で
の
構
成
比
率
は

五
五
・
八
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
教
育
研
究
経
費
は
六
三

億
五
千
四
百
万
円
で
、
前
年
度

に
比
べ
増
加
し
ま

し
た
。
支
出
に
占

め
る
割
合
は
三
二
・
七
％
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

消
費
収
入
か
ら
消
費
支
出
を

差
し
引
い
た
結
果
は
二
億
三
千

二
百
万
円
の
収
入
超
過
と
な
り

ま
し
た
。

　

こ
の
消
費
収
支
計
算
書
の
収

入
、
支
出
の
構
成
比
率
は
図
表

７
、
図
表
８
の
と
お
り
で
す
。

ま
た
、
関
係
比
率
の
推
移
は
図

表
９
（
16
面
）
の
と
お
り
で
す
。

　

次
に
、
資
金
収
支
計
算
書

（
図
表
５
）
の
科
目
で
す
が
、

施
設
整
備
へ
の
支
出
は
二
〇
億

七
千
八
百
万
円
、
機
器
備
品
・

図
書
な
ど
へ
の
支
出
は
一
一
億

八
千
九
百
万
円
で
し
た
。
借
入

金
は
新
規
借
入
金
及
び
愛
知
県

授
業
料
軽
減
分
で
あ
り
、
五
億

七
千
一
百
万
円
の
返
済
も
行
い

ま
し
た
。

　

貸
借
対
照
表
の
概
要
は
図
表

６
の
と
お
り
で
す
。
資
産
総
額

は
二
〇
〇
八
年
度
末
で
九
〇
九

億
三
千
八
百
万
円
、
前
年
度
に

比
べ
一
・
四
％
増
加
し
て
い
ま

す
。
一
方
、
負
債
の
総
額
は
一

〇
〇
億
四
千
八
百
万
円
で
、
前

年
度
に
比
べ
三
・
一
％
減
少
、

ま
た
、
基
本
金
と
消
費
収
支
差

額
を
合
わ
せ
た
額
は
八
百
八
億

八
千
九
百
万
円
で
、
前
年
度
に

比
べ
二
・
〇
％
増
加
し
ま
し
た
。

主
な
貸
借
対
照
表
の
関
係
比
率

は
図
表
10
（
16
面
）
の
と
お
り

で
す
が
、
い
ず
れ
も
安
定
し
た

財
務
構
造
で
推
移
し
て
い
る
こ

と
を
示
し

て
い
ま
す
。

　

な
お
、

国
及
び
地

方
公
共
団

体
か
ら
の
補
助
金
の
金
額
及
び

そ
の
推
移
は
図
表
11
（
16
面
）

の
と
お
り
で
す
。

　

中
京
大
学
及
び
梅
村
学
園
の

消
費
収
支
計
算
書
及
び
資
金
収

支
計
算
書
の
予
算
額
に
つ
い
て

は
予
備
費
振
替
後
の
も
の
で
す
。

（
理
事
　
鬼
頭 

俊
二
）

学生生徒等納付金
82.9%

補助金
8.7%

その他
8.4%

教育研究経費
32.7% 人件費

55.8%

その他1.8%

管理経費
9.7%

16面に決算の用語説明と
関連図表を掲載

（注）長期性預金はその他固定資産に含む。

帰
属
収
入
の
構
成
比
率

図
表
７

消
費
支
出
の
構
成
比
率

図
表
８

科　　目

固 定 資 産

流 動 資 産

資 産 の 部 合 計

有 形 固 定 資 産

そ の 他 の 固 定 資 産

現 金 預 金
未 収 入 金
仮 払 金
前 払 金

土 地
建 物
構 築 物
教 育 研 究 用 機 器 備 品
そ の 他 の 機 器 備 品
図 書
車 両
建 設 仮 勘 定

電 話 加 入 権
有 価 証 券
長 期 貸 付 金
退職給与引当特定資産
減価償却引当特定資産
建 設 引 当 特 定 資 産
奨 学 資 金 特 定 資 産
将来計画準備引当特定資産
第 3 号 基 本金引当資産
そ の 他 固 定 資 産

科　　目

科　　目

科　　目

学生生徒等納付金収入
手 数 料 収 入
寄 付 金 収 入
補 助 金 収 入
資 産 運 用 収 入
事 業 収 入
雑 収 入

前 受 金 収 入
そ の 他 の 収 入
資金収入調整勘定
前年度繰越支払資金
収 入 の 部 合 計

人 件 費 支 出
教育研究経費支出
管 理 経 費 支 出
借入金等利息支出
借入金等返済支出
施 設 関 係 支 出
設 備 関 係 支 出
資 産 運 用 支 出
そ の 他 の 支 出
予 備 費

学生生徒等納付金
手 数 料
寄 付 金
補 助 金
資 産 運 用 収 入
事 業 収 入
雑 収 入
帰 属 収 入 合 計
基本金組入額合計
消費収入の部合計

人 件 費
教 育 研 究 経 費
管 理 経 費
借 入 金 等 利 息
資 産 処 分 差 額

予 備 費

消費支出の部合計

当年度消費収入超過額

資金支出調整勘定
次年度繰越支払資金
支 出 の 部 合 計

17,367,782 17,406,214

17,367,782 17,406,214
693,149 719,147
232,150 341,762
1,782,794 1,826,281
326,700 340,597
262,522 234,456
144,910 134,539

20,810,007 21,002,996
△1,336,772 △1,367,593

10,888,870 10,822,368
6,649,411 6,354,135
1,944,828 1,881,388
27,754 27,753
321,371 317,839
66,865

19,899,099 19,403,483
△425,864 231,92019,473,235 19,635,403

11,076,790 11,021,601
4,727,775 4,421,849
1,709,653 1,646,213
27,754 27,753
571,166 571,161
2,087,276 2,078,017
1,234,717 1,189,035
1,585,620 1,585,609
1,046,461 946,144
71,405

△747,880 △943,901
14,886,328 15,865,384
38,277,065 38,408,865

予算額 決算額 予算額 決算額

予算額 決算額 予算額 決算額

693,149 719,147
28,835 33,290

1,782,794 1,826,281
326,700 340,597
262,522 234,455
376,295 365,548

借 入 金 等 収 入 348,283 347,826
2,994,222 3,065,185
1,576,633 1,575,747

△3,993,224 △4,018,499
16,513,074 16,513,074
38,277,065

74,197,740
50,449,733
1,348,912
34,132,831
4,088,349
1,962,771
138,777
8,731,343
21,750
25,000

23,748,007
5,574
38,100
102,637
3,613,783
10,741,425
100,000
2,670,000
3,069,600
70,079

3,336,809
16,739,807

固 定 負 債
科　　目

流 動 負 債

負 債 の 部 合 計

科　　目

基 本 金 の 部 合 計

科　　目

科　　目
負債の部、基本金の部及び　
消 費 収 支 差 額 の 部 合 計

長 期 借 入 金
退 職 給 与 引 当 金

短 期 借 入 金
未 払 金
前 受 金
預 り 金

第 1 号 基 本 金
第 2 号 基 本 金
第 3 号 基 本 金
第 4 号 基 本 金

翌年度繰越消費収入超過額
消 費 収 支 差 額 の 部 合 計

4,989,563
1,776,883
3,212,680
5,058,683
572,149
927,189
3,065,185
494,160

10,048,246

金額

金額科　　目 金額

金額

金額

69,834,719
100,000
70,078

1,348,000
71,352,797

9,536,504
9,536,504

90,937,54715,865,384
806,528
52,135
15,760

90,937,547

38,408,865

（単位：千円）2008年度 梅村学園資金収支計算書図表5

（単位：千円）梅村学園貸借対照表（2009年3月31日）図表6

（単位：千円）2008年度 梅村学園消費収支計算書図表4

収 入 の 部

資 産 の 部 負 債 の 部

基 本 金 の 部

消費収支差額の部

支 出 の 部

消 費 収 入 の 部 消 費 支 出 の 部 ２
０
０
８

年　
　

度

梅
村
学
園
の
決
算
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ト
ヨ
タ
グ
ル
ー
プ
の
活
動

を
長
年
観
察
し
て
き
た
著
者

が
、
成
長
・
進
化
の
姿
を
経

営
プ
ロ
セ
ス
・
モ
デ
ル
に
ま

と
め
、
そ
こ
か
ら
中
小
企
業

の
経
営
に
資
す
る
ノ
ー
ハ
ウ

を
導
き
出
そ
う
と
試
み
た
研

究
と
提
案
の
書
で
あ
る
。

　

モ
デ
ル
は
信
頼
を
ベ
ー
ス

に
変
化
―
連
携
―
統
合
―
バ

ラ
ン
ス
と
連
な
り
、
信
頼
へ

回
帰
す
る
も
の
と
し
、
モ
デ

ル
を
基
礎
に
、
中
小
企
業
の

持
続
・
繁
栄
を
確
保
す
る
課

題
を
論
じ
て
い
る
。

　

著
者
は
学
園
学
術
顧
問
、

前
学
長
、
中
央
経
済
社
刊
。

本
体
三
、
〇
〇
〇
円
。

　

本
書
は
、
サ
ー
ビ
ス
業
の

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
、
顧
客

と
の
長
期
的
な
関
係
の
形
成

を
重
視
す
る
リ
レ
ー
シ
ョ
ン

シ
ッ
プ
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
・
ア
プ
ロ
ー
チ
と
、
製
品

戦
略
、
価
格
設
定
、
広
告
・

販
売
促
進
戦
略
、
チ
ャ
ネ
ル

戦
略
に
よ
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
・
ミ
ッ
ク
ス
・
ア
プ
ロ
ー

チ
の
二
つ
の
視
点
か
ら
分
析

し
た
も
の
で
あ
る
。

　

個
々
の
具
体
的
な
サ
ー
ビ

ス
業
種
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

に
つ
い
て
も
分
析
し
て
い
る
。

　

著
者
は
総
合
政
策
学
部
教

授
。
企
業
研
究
所
刊
。

　

本
書
は
協
同
学
習
の
導
入

に
よ
り
、
学
校
経
営
が
困
難

な
実
態
か
ら
短
期
に
抜
け
出

し
、
学
力
面
、
生
徒
指
導
面

で
優
れ
た
成
果
を
あ
げ
た
小

学
校
の
四
年
間
の
実
践
成
果

で
あ
る
。
子
ど
も
主
体
の
実

践
へ
の
教
師
集
団
の
ま
と
ま

り
と
意
欲
、
校
長
の
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
の
姿
は
学
校
経
営

の
優
れ
た
事
例
で
あ
る
。

　

監
修
者
は
本
学
国
際
教
養

学
部
教
授
。
四
年
間
に
わ
た

り
つ
つ
じ
が
丘
小
学
校
に
助

言
を
行
っ
て
き
た
。

　

日
本
協
同
教
育
学
会
刊
。

税
込
二
、
五
〇
〇
円
。

　

犬
山
市
は
、
文
科
省
の
研

究
指
定
を
受
け
、
二
〇
〇
六

年
度
か
ら
地
域
と
結
ぶ
食
育

の
実
践
研
究
を
進
め
て
き
た
。

本
書
は
、
そ
の
研
究
の
中
心

的
役
割
を
担
っ
て
き
た
犬
山

市
立
東
小
学
校
の
二
〇
〇
七

年
度
の
実
践
成
果
で
あ
る
。

〈
17
面
７
段
目
へ
続
く
〉

　

「
資
金
収
支
計
算
書
」

　

資
金
収
支
計
算
書
は
、
当
該

会
計
年
度
の
教
育
研
究
活
動
及

び
そ
の
活
動
に
付
随

す
る
す
べ
て
の
収

入
・
支
出
の
内
容
、

並
び
に
当
該
会
計
年

度
に
お
け
る
支
払
資

金
の
収
入
・
支
出
の

て
ん
末
を
明
ら
か
に

す
る
も
の
で
す
。

　
「
消
費
収
支
計
算
書
」

　

消
費
収
支
計
算
書

は
、
消
費
収
入
と
消

費
支
出
の
内
容
を
示

す
と
と
も
に
学
校
法

人
の
財
政
の
永
続
的

な
維
持
を
図
る
た
め
、
消
費
収

支
の
均
衡
の
有
無
を
明
ら
か
に

す
る
も
の
で
す
。

　

「
減
価
償
却
費
」

　

固
定
資
産
の
う
ち
、建
物
、

構
築
物
、機
器
備
品
な
ど
時
の

経
過
に
よ
っ
て
そ
の
価
値
が
減

少
し
て
い
く
も
の
を
減
価
償
却

資
産
と
い
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

資
産
は
そ
の
使
用
が
長
期
に
わ

た
る
た
め
、一
度
に
費
用
化
せ

ず
に
、一
定
の
期
間
に
わ
た
っ

て
費
用
化
し
て
い
き
、こ
の
よ

う
な
処
理
に
よ
っ
て
発
生
し
た

費
用
を
減
価
償
却
費
と
い
い
ま

す
。

　

「
基
本
金
」

　

基
本
金
と
は
、
学
校
法
人
が

教
育
・
研
究
等
諸
活
動
の
計
画

に
基
づ
き
必
要
な
資
産
を
継
続

的
に
保
持
す
る
た
め
に
維
持
す

べ
き
も
の
と
し
て
、
帰
属
収
入

「
毎
日
学
べ
る
英
会
話
」
と
銘

打
っ
た
資
格
セ
ン
タ
ー
主
催
の

英
会
話
講
座
が
本
年
度
、
本
格

的
に
ス
タ
ー
ト
し
、
百
九
十
九

人
が
学
ん
で
い
る
。

　

同
講
座
は
、
学
生
が
学
部
の

授
業
の
合
い
間
な
ど
を
利
用
し

て
、
月
―
金
曜
の
毎
日
、
資
格

セ
ン
タ
ー
内
の
教
室
で
受
講
す

る
の
が
特
色
。
前
・
後
期
の
二

十
週
間
に
わ
た
っ

て
開
講
さ
れ
、
ネ

イ
テ
ィ
ブ
の
有
資

格
講
師
か
ら
百
回

（
一
回
四
十
分
）学

ぶ
が
、
フ
リ
ー
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
や
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
対
策
な
ど

の
自
由
参
加
講
座
を
受
け
る
と
、

計
百
五
十
回
余
の
受
講
が
可
能
。

　

資
格
セ
ン
タ
ー
は
、
企
業
の

海
外
進
出
な
ど
で
国
際
化
が
加

速
す
る
中
、
学
生
の
要
望
と
社

会
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、

学
生
の
英
語
力
強
化
と
専
門
試

験
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
の
ス
コ
ア
ア
ッ

プ
を
目
標
に
、
講
座
運
営
に
力

を
入
れ
て
い
く
方
針
。
そ
の
一

環
と
し
て
、
豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス

で
の
講
座
開
催
を
早
期
に
実
現

さ
せ
た
い
と
し
て
い
る
。

　

公
務
員
試
験
や
各
種
国
家
試

験
対
策
な
ど
で
年
間
三
千
人
を

超
え
る
学
生
が
利
用
登
録
し
て

い
る
資
格
セ
ン
タ
ー
（
名
古
屋

キ
ャ
ン
パ
ス
）
の
施
設
が
全
面

的
に
改
装
さ
れ
、
専
用
の
小
教

室
四
室
を
新
た
に
設
け
る
な
ど

拡
大
し
た
。
前
年
に
完
成
し
た

自
習
ス
ペ
ー
ス
「
弘
道
塾
」
の

運
用
と
と
も
に
、
学
生
支
援
の

機
能
が
さ
ら
に
強
化
さ
れ
た
。

　

資
格
セ
ン
タ
ー
は
セ
ン
タ
ー

ビ
ル
一
階
の
同
じ
場
所
で
、
移

転
し
た
隣
室
の
国
際
セ
ン
タ
ー

跡
も
含
め
て
新
装
さ
れ
た
。
全

体
の
ス
ペ
ー
ス
は
こ
れ
ま
で
の

二
・
五
倍
ほ
ど
と
な
り
、
ロ
ビ

ー
も
ゆ
っ
た
り
と
し
て
、
受
講

の
相
談
な
ど
で
訪
れ
る
学
生
た

ち
で
賑
わ
っ
て
い
る
。
専
用
教

室
は
主
に
昼
間
に
開
講
さ
れ
る

英
会
話
講
座
で
使
用
さ
れ
、
夜

間
や
英
会
話
の
休
講
時
に
は
公

務
員
試
験
の
面
接
対
策
な
ど
で

も
使
わ
れ
る
。

の
中
か
ら
組
み
入
れ
た
金
額
を

い
い
ま
す
。

　

基
本
金
に
は
第
一
号
基
本
金

か
ら
第
四
号
基
本
金
ま
で
四
種

類
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

（注）▲高い値が良い　▼低い値が良い　といわれています

（単位：％）梅村学園消費収支計算書関係比率図表9

（単位：％）梅村学園貸借対照表関係比率図表10

（単位：百万円）梅村学園補助金の推移図表11

学生生徒等納付金比率
算　式評価

評価

▲
▲
▼

▼

▼
▼

▼

▲

▲

▲

2005年度 2006年度 2007年度 2008年度
納付金 /帰属収入 82.6 82.9 78.0 82.9

算　式 2005年度 2006年度 2007年度 2008年度
固定資産/自己資金
固定資産/自己資金+固定負債
流動資産/流動負債
総 負 債 / 総 資 産
自己資金 /総資産

90.4 88.9 91.0 91.7
84.4 83.4 85.4 86.4
343.8 386.4 337.4 330.9

2005年度 2006年度 2007年度 2008年度
676 870 837 712

1,735 1,913 1,967 1,826
1,059 1,043 1,130 1,114

12.3 11.4 11.6 11.0
87.7 88.6 88.4 89.0

補 助 金 比 率 補助金 /帰属収入 8.5 9.3 8.9 8.7
人 件 費 比 率 人件費 /帰属収入 54.9 52.7 49.2 51.5
教育研究経費比率 教育研究経費/帰属収入 29.5 29.2 28.0 30.3
消 費 収 支 比 率

固 定 比 率
固 定 長 期 適 合 率
流 動 比 率
総 負 債 比 率
自己資金構成比率

国 庫 補 助 金
地方公共団体補助金

計

消費支出/消費収入 98.3 96.5 101.4 98.8

窓
口
の
ロ
ビ
ー
も
広
く
な
っ
た

資
格
セ
ン
タ
ー

決
算（
14・15
面
）の
用
語
説
明

資格センター（名古屋）改装

新
教
室
で
本
格
ス
タ
ー
ト

「
毎
日
学
べ
る
英
会
話
」

専用小教室も4室新設
全
体
ス
ペ
ー
ス

以
前
の
2.5
倍
に

著
書
紹
介
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協
同
学
習
に
よ
る
授
業
の

工
夫
に
加
え
て
、
教
師
集
団

の
協
同
に
よ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
開
発
に
大
き
な
成
果
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

監
修
者
は
国
際
教
養
学
部

教
授
。
東
小
学
校
に
長
く
助

言
を
行
っ
て
き
た
。

　

日
本
協
同
教
育
学
会
刊
。

税
込
二
、
五
〇
〇
円
。

　

初
版
は
二
〇
〇
〇
年
の
発

刊
で
あ
る
。
本
書
は
基
礎
的

な
内
容
に
終
始
し
、
一
セ
メ

ス
タ
ー
の
授
業
で
展
開
で
き

る
よ
う
に
構
成
し
て
あ
る
。

今
回
の
改
訂
に
当
た
っ
て
の

着
目
点
の
第
一
は
文
章
表
現

も
含
め
て
、
よ
り
分
か
り
易

く
し
た
事
で
あ
る
。
第
二
は

初
版
に
若
干
の
削
除
と
追
加

を
し
た
事
で
あ
る
。
運
動
や

ス
ポ
ー
ツ
を
専
攻
す
る
学
生

に
と
っ
て
必
要
に
し
て
十
分

な
内
容
で
、
分
か
り
易
い
教

科
書
を
意
図
し
て
い
る
。

　

著
者
は
学
長
、
体
育
学
部

教
授
。
市
村
出
版
刊
。
本
体

二
、
三
〇
〇
円
。

　

情
報
の
媒
体
、
伝
達
の
手

段
で
あ
っ
た
筈
の
メ
デ
ィ
ア

は
次
第
に
そ
の
機
能
を
増
殖

さ
せ
、
人
類
の
行
く
末
ま
で

も
左
右
す
る
巨
大
な
権
力
と

し
て
君
臨
す
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
。
そ
の
史
的
展
開
の

中
で
、
子
ど
も
は
ど
う
消
費

さ
れ
、
ま
た
逆
に
ど
う
生
き

抜
い
て
き
た
の
か
。
本
学
文

化
科
学
研
究
所
児
童
文
化
グ

ル
ー
プ
が
新
聞
・
文
学
全

集
・
教
科
書
・
マ
ン
ガ
な
ど

を
通
し
、
流
通
の
実
態
を
見

据
え
な
が
ら
、
メ
デ
ィ
ア
の

中
の
子
ど
も
の
「
リ
ア
ル
」

を
鋭
く
抉
り
出
し
た
、
現
代

に
相
応
し
い
好
論
文
集
。

　

原
、
酒
井
両
氏
は
文
学
部

教
授
、
甘
露
氏
は
同
准
教
授
。

文
化
科
学
研
究
所
刊
。

〈
19
面
６
段
目
へ
続
く
〉

　

豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ア
イ
ス

ア
リ
ー
ナ
や
隣
接
の
サ
ー
キ
ッ

ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
場
の
バ
ー
チ

ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
（
Ｖ
Ｒ
）
映

像
が
、
米
国
Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ｉ

Ｓ
社
の
〇
九
年
度
カ
レ
ン
ダ
ー

の
三
月
分
に
採
用
さ
れ
、
世
界

各
国
に
配
布
さ
れ
た
。

　

同
社
は
Ｖ
Ｒ
コ
ン
テ
ン
ツ
や

Ｖ
Ｒ
シ
ス
テ
ム
開
発
の
分
野
で

世
界
的
に
有
名
な
企
業
で
、
毎

年
、
世
界
の
Ｖ
Ｒ
映
像
作
品
の

中
か
ら
優
れ
た
十
二
作
品
を
選

ん
で
カ
レ
ン
ダ
ー
に
掲
載
す
る

こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。

　

採
用
さ
れ
た
ア
イ
ス
ア
リ
ー

ナ
な
ど
の
作
品
は
、
情
報
理
工

学
部
の
長
谷
川
純
一
教
授
・
瀧

剛
志
准
教
授
の
研
究
室
と
㈱
Ｃ

Ａ
Ｄ
セ
ン
タ
ー
が
共
同
で
開
発

し
た
Ｖ
Ｒ
映
像
で
、
三
井
住
友

建
設
㈱
や
㈱
石
田
組
な
ど
の
協

力
で
制
作
さ
れ
た
。

　

こ
の
作
品
は
豊
田
キ
ャ
ン
パ

ス
17
号
館
の
仮
想
体
感
実
験
室

や
Ｃ
Ｇ
ラ
ボ
の
デ
モ
専
用
パ
ソ

コ
ン
な
ど
で
見
る
こ
と
が
で
き

る
。 　
　

 

（
長
谷
川　

純
一
）

　

新
学
期
前
の
三
月
い
っ
ぱ
い
、

新
装
に
な
っ
た
名
古
屋
キ
ャ
ン

パ
ス
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
Ｃ
･
ス

ク
エ
ア
に
お
い
て
、
日
本
･
ス

イ
ス
･
米
国
･
カ
ナ
ダ
の
知

的
・
精
神
的
障
害
を
も
つ
人
た

ち
が
製
作
し
た
絵
画
や
ビ
ー
ズ

絵
な
ど
四
十
点
ほ
ど
の
芸
術
作

品
の
展
示
が
行
わ
れ
た
。

　

作
品
は
世
界
中
で
移
動
展
示

さ
れ
て
い
て
、
今
回
の
運
営
は

い
く
つ
か
の
団
体
と
心
理
学
部

の
協
賛
を
得
て
行
わ
れ
た
が
、

主
に
運
営
を
担
当
し
た
障
害
者

の
生
活
自
立
を
支
援
す
る
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
、
人
･
モ
ノ
･
支
援
セ

ン
タ
ー
の
三
辻
美
季
さ
ん
（
心

理
学
研
究
科
〇
二
年
修
了
）
の

活
躍
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
い
。

日
々
の
受
付
に
は
断
酒
会
の
メ

ン
バ
ー
の
協
力
も
仰
い
だ
。
中

日
新
聞
に
も
大
き
く
取
り
上
げ

ら
れ
学
外
か
ら
の
参
観
者
も
目

立
ち
盛
況
な
う
ち
に
終
了
し
た
。

（
心
理
学
部
教
授
･
八
尋　

華

那
雄
）

「
金
融
サ
ー
ビ
ス
な
く
し
て
現

代
の
生
活
は
成
立
し
な
い
。ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、住
宅
ロ
ー

ン
、企
業
へ
の
融
資
、国
債
、ま

た
国
際
的
に
も
様
々
な
お
金
や

証
券
の
流
れ
が
つ
く
り
出
さ
れ
、

様
々
な
活
動
が
支
え
ら
れ
て
い

る
。こ
の
金
融
シ
ス
テ
ム
を
安

全
に
運
転
す
る
こ
と
が
金
融
機

関
の
本
務
で
あ
る
」

「
今
回
の
世
界
同
時
不
況
の
元

凶
は
金
融
セ
ク
タ
ー
に
あ
る
と

さ
れ
て
い
る
。
米
国
大
手
投
資

銀
行
の
破
綻
は
、
自
己
運
用
の

肥
大
化
が
大
き
な
要
因
。
〝
仲

介
〞
が
金
融
機
関
の
根
幹
の
機

能
だ
が
、
自
己
の
利
益
追
求
に

暴
走
し
て
し
ま
っ
た
。

　

た
だ
、一
種
の
経
済
の
歪
み

も
原
因
と
な
っ
た
。貿
易
赤
字

の
米
国
と
日
本
な
ど
の
黒
字
国

が
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
構
図
が
崩

れ
、貿
易
黒
字
が
米
国
ド
ル
に

投
資
・
還
流
さ
れ
た
。そ
の
結
果
、

米
国
内
で
安
易
な
与
信
政
策
が

ま
か
り
通
っ
て
し
ま
っ
た
」

「
今
後
は
金
融
機
関
へ

の
規
制
強
化
は
言
う
に

及
ば
ず
、マ
ク
ロ
経
済
的
に
は

米
国
の
過
剰
消
費
体
質
が
是
正

さ
れ
、特
に
新
興
国
の
過
剰
貯

蓄
を
生
産
的
投
資
に
振
り
向
け

る
こ
と
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と

な
ろ
う
。日
本
に
つ
い
て
は
、貿

易
立
国
と
内
需
振
興
が
両
立
す

る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
必
要
と

思
わ
れ
る
」

「
さ
て
、
今
回
の
金
融
危
機
は

〝
富
〞を
め
ぐ
る
国
家
間
の
勢
力

争
い
の
終
焉
と
も
言
わ
れ
る
。

そ
こ
で
、
次
な
る
競
争
テ
ー
マ

と
目
さ
れ
る
の
が〝
サ
ス
テ
ィ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
〞。
英
国
で
は
カ

ー
ボ
ン
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
カ
ー
ド

構
想
、米
国
で
は
グ
リ
ー
ン
・
ニ

ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策
が
打
ち
出

さ
れ
る
昨
今
だ
」

「
不
況
の
ト
ン
ネ
ル
か
ら
抜
け

出
す
に
は
、
一
人
ひ
と
り
に
何

が
で
き
る
か
を
考
え
る
こ
と
が

大
切
だ
。
例
え
ば
、
エ
コ
グ
ッ

ズ
を
買
う
こ
と
が
消
費
構
造
を

変
え
、
将
来
の
産
業
構
造
を
変

え
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
い

う
積
み
重
ね
が
、
ト
ン
ネ
ル
を

出
た
後
の
景
色
を
以
前
と
は
違

う
も
の
に
す
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
日
本
も
世
界
に
先
ん

じ
て
、
環
境
と
社
会
と
経
済
の

調
和
を
図
る
よ
う
な
こ
と
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
」

（
５
月
13
日
・
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ

ス
４
３
１
教
室
）

障
害
を
も
つ
人
た
ち
が
描

い
た
作
品

カ
レ
ン
ダ
ー
に
採
用
さ
れ
た
ア

イ
ス
ア
リ
ー
ナ
の
Ｖ
Ｒ
映
像

公
開
講
座
の
開
催
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
順
次
ご
案
内
し
て

い
ま
す
。

講
座
講
座

公
開
公
開

ＨＳＢＣグループ 香港上海銀行
在日副代表 兼 副ＣＥＯ

世界金融の潮流と日本
経済･経営シリーズ58

山田  晴信さ　
　ん

貿
易
立
国
と
内
需
の
振
興

日
本
に
必
要
な
そ
の
両
立

情報理工学部などが開発
アイスアリーナＶＲ映像
カレンダーで世界中へ

米
国
の
著
名
企
業
が
採
用

知
的・精
神
的
障
害
者
の
絵
画

Ｃ･

ス
ク
エ
ア

「
越
境
す
る
ア
ー
ト
展
」開
く

Works Published

著
書
紹
介

運
動
と
ス
ポ
ー
ツ
の

生
理
学　

改
訂
二
版

北
川
　
薫
　
著

中
京
大
学

文
化
科
学
叢
書
第
10
輯

メ
デ
ィ
ア
の
中
の

子
ど
も

原
　
　
國
人
　

酒
井
　
　
敏
著

甘
露
　
純
規
　

中 京 大 学 広 報 2009年6月22日（月）（17）第160号



　

三
重
中
京
大
学
と
短
期
大
学

部
は
、
二
〇
一
〇
年
度
か
ら
学

生
募
集
を
停
止
す
る
。
両
学
は

在
学
生
の
卒
業
を
待
っ
て
閉
学

と
な
る
が
、
在
学
生
の
教
育
や

就
職
活
動
な
ど
の
支
援
に
は
こ

れ
ま
で
通
り
万
全
を
期
し
て
あ

た
る
。

　

大
学
は
一
九
八
二
年
、
三
重

県
と
松
阪
市
の
強
い
要
請
を
受

け
、
同
県
内
で
初
め
て
の
社
会

科
学
系
大
学
の
松
阪
大
学
と
し

て
開
学
し
た
。
〇
五
年
に
は
校

名
を
三
重
中
京
大
学
に
変
更
。

学
部
も
政
治
経
済
学
部
か
ら
政

策
学
部
、
現
在
の
現
代
法
経
学

部
へ
と
改
革
、
改
組
を
重
ね
、

定
員
も
開
学
当
初
の
三
百
人
か

ら
現
在
の
二
百
人
（
最
高
四
百

九
十
人
）
と
増
減
を
繰
り
返
し

な
が
ら
、
魅
力
あ
る
大
学
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

一
方
、
短
期
大
学
部
は
六
四

年
に
松
阪
女
子
短
期
大
学
と
し

て
誕
生
。
大
学
同
様
に
学
科
の

改
革
、
改
組
や
定
員
の
見
直
し

な
ど
で
、
健
全
な
教
育
運
営
を

図
っ
て
き
た
。

　

し
か
し
、
地
方
の
単
科
大
学

　

学
業
や
ス
ポ
ー
ツ
で
優
秀
な

成
績
を
収
め
た
学
生
に
一
律
十

万
円
（
年
間
）
の
学
資
（
教
育

奨
励
金
）
を
給
付
す
る
三
重
中

京
大
学
・
短
期
大
学
部
の
〇
八

年
度
「
教
育
奨
励
賞
」
に
、
大

学
で
は
二
十
五
人
、
短
大
で
は

十
六
人
が
選
ば
れ
た
。

　

同
賞
は
、「
教
育
奨
励
賞
規

定
」
を
制
定
し
て
〇
八
年
四
月

か
ら
施
行
し
た
。
学
業

優
秀
者
は
前
年
度
（
短

大
は
当
該
年
度
）
に
修

得
し
た
科
目
の
Ｇ
Ｐ
Ａ

（
成
績
評
価
法
）に
基
づ

き
、
ス
ポ
ー
ツ
競
技
優

秀
者
（
大
学
）
は
全
国

大
会
や
東
海
大
会
で
の

成
績
を
参
考
に
教
授
会

下
部
組
織
の
学
生
委
員

会
が
選
考
し
た
。

　

優
秀
者
の
内
訳
は
、

大
学
の
学
業
が
各
学
年

五
人
と
ス
ポ
ー
ツ
五
人

（
野
球
、ゴ
ル
フ
各
二
人
、

陸
上
競
技
一
人
）。短
大
は
各
学

年
八
人（
食
物
栄
養
学
科
三
人
、

こ
ど
も
学
科
五
人
）。大
学
、短

大
と
も
最
上
級
生
に
は
卒
業
式

後
に
、三
年
生
以
下
に
は
四
月

に
、佐
藤
昭
学
長
や
杉
﨑
清
子

短
期
大
学
部
長
ら
が
賞
状
と
学

資
を
手
渡
し
た
。

　

建
学
の
精
神
を
実
践
し
て
キ

ャ
ン
パ
ス
生
活
の
模
範
と
な
っ

た
学
生
を
顕
彰
す

る
三
重
中
京
大
学

の「
〇
八
年
度
学

生
活
動
奨
励
賞
」

の
表
彰
式
が
三
月

十
九
日
行
わ
れ
た
。

　

受
賞
者
は
、
三

重
県
提
唱
の
青
少

年
健
全
育
成
事
業

「
ユ
ー
ス
チ
ャ
レ

ン
ジ
21
」
に
毎
月

二
回
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
参
加
し
て

様
々
な
提
案
を
行

い
、
地
域
と
の
交

流
に
も
取
り
組
ん
だ
中
島
大
貴

さ
ん
（
現
代
法
経
４
＝
当
時
）

ら
三
人
と
、
昨
秋
の
大
学
祭

「
Ｍ
Ｃ
Ｕ
祭
２
０
０
８
」
を
取

り
仕
切
り
、
成
功
さ
せ
た
大
学

祭
実
行
委
員
会
委
員
長
の
猪
島

悠
太
さ
ん
（
同
３
）
ら
六
人
。

中
島
さ
ん
は
、
前
年
も
朝
の
あ

い
さ
つ
運
動
で
受
賞
し
て
お
り

二
年
連
続
。

　

表
彰
式
で
は
、
佐
伯
富
樹
学

長
（
当
時
）
が
一
人
ひ
と
り
に

表
彰
状
と
記
念
品
（
図
書
券
）

　

三
重
中
京
大
学
短
期
大
学
部

は
四
月
二
十
三
日
、
松
阪
農
業

公
園
「
ベ
ル
フ
ァ
ー
ム
」
を
運

営
す
る
㈱
松
阪
協
働
フ
ァ
ー
ム

と
相
互
友
好
協
力
協
定
を
結
ん

だ
。

　

地
元
の
農
林

水
産
業
の
振
興

や
食
農
教
育
、

環
境
教
育
活
動
、

健
康
づ
く
り
な
ど
の
分
野
で
連

携
し
、
地
域
の
発
展
と
人
材
の

育
成
に
寄
与
す
る
の
が
目
的
。

期
間
は
来
年
三
月
末
ま
で
の
一

年
間
で
、
情
報
交
換
や
共
同
調

査
・
研
究
の
ほ
か
、
ベ
ル
フ
ァ

ー
ム
で
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
に

も
参
加
し
て
交
流
を
深
め
る
。

　

三
重
中
京
大
学
で
行
わ
れ
た

調
印
式
で
は
、
杉
﨑
清
子
短
期

大
学
部
長
と
大
原
興
太
郎
社
長

が
協
定
書
に
サ
イ
ン
し
た
。

　

ベ
ル
フ
ァ
ー
ム
は
、
十
年
前

に
松
阪
市
郊
外
の
伊
勢
自
動
車

道
松
阪
イ
ン
タ
ー
近
く
に
オ
ー

プ
ン
。
約
二
十
九
㌶
の
土
地
に

四
季
折
々
の
草
花
が
楽
し
め
る

庭
園
や
イ
ベ
ン
ト
広
場
を
配
置
。

地
元
の
農
産
物
や
特
産
品
の
即

売
所
や
農
場
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
レ

ス
ト
ラ
ン
な
ど
も
あ
り
、
年
間

五
十
万
人
が
訪
れ
て
い
る
。

を
贈
っ
た
。
佐
伯
学
長
は
「
最

近
の
学
生
は
積
極
性
に
欠
け
る

な
ど
と
言
わ
れ
る
が
、
み
な
さ

ん
に
は
そ
ん
な
風
潮
を
払
拭
し

て
い
た
だ
い
て
う
れ
し
い
」
な

ど
と
九
人
の
実
践
を
称
え
た
。

ま
た
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
中

島
さ
ん
と
猪
島
さ
ん
が
「
活
動

は
自
分
を
成
長
さ
せ
て
く
れ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
継
続
し
、
一
緒
に
活
動
す
る

仲
間
を
増
や
し
て
い
き
た
い
」

と
お
礼
を
述
べ
た
。

や
短
期
大
学
を
め
ぐ
る
環
境
は
、

年
々
進
む
少
子
化
の
影
響
で
厳

し
さ
を
増
し
て
い
る
。
大
学
が

七
割
、
短
期
大
学
部
は
大
半
が

三
重
県
内
の

高
校
出
身
者

で
占
め
る
両

学
に
と
っ
て
、

進
学
者
の
都

市
部
や
有
名
大
学
へ
の
一
極
化

傾
向
は
厳
し
く
、
今
回
の
募
集

停
止
決
定
は
、
「
今
が
在
学
生

の
教
育
が
き
ち
ん
と
で
き
る
ぎ

り
ぎ
り
の
段
階
」
と
判
断
し
た

の
が
理
由
。

　

両
学
は
、
決
定
直
後
の
四

月
二
十
五
日
に
学
生
と
保
護

者
を
対
象
に
説
明
会
を
開
き
、

五
月
に
も
学
内
で
三
回
、
さ

ら
に
滋
賀
県
長
浜
市
や
大
阪
、

高
松
、
名
古
屋
市
で
保
護
者

へ
の
説
明
会
を
開
催
。
梅
村

光
久
理
事
長
補
佐
や
佐
藤
昭

学
長
が
、
募
集
停
止
を
決
め

た
経
緯
や
理
由
、
在
学
生
の

修
学
、
就
職
支
援
な
ど
に
つ

い
て
説
明
し
、
理
解
を
求
め

た
。

　

三
重
中
京
大
学
と
の
相
互
協

力
協
定
に
基
づ
く
職
員
研
修
を

行
っ
て
い
た
三
重
県
大
紀
町
職

員
の
〇
八
年
度
修
了
証
書
授
与

式
が
三
月
、
学
長
室
で
行
わ
れ

た
。

　

三
重
中
京
大
学
地
域
社
会
研

究
所
の
教
員
か
ら
地
域
戦
略
や

町
お
こ
し
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ

職
員
研
修
は
、
〇
七
年
度
に
続

い
て
二
年
目
。
二
十
三
人
の
職

員
が
五
月
か
ら
十
一
月
ま
で
、

一
講
座
五
〜
十
人
の
グ
ル
ー
プ

に
な
っ
て
大
学
に
通
い
、
地
域

社
会
研
究
所
所
長
の
寺
本
博
美

教
授
ら
か
ら
、
「
地
域
ブ
ラ
ン

ド
」
や
「
地
方
分
権
」
「
自
治

体
経
営
」
な
ど
を
学
ん
だ
。

　

授
与
式
に
は
、
企
画
振
興
課

対
策
監
の
尾
花
隆
司
さ
ん
ら
五

人
の
職
員
が
訪
れ
た
。
佐
伯
富

樹
学
長
（
当
時
）
か
ら
修
了
証

書
を
手
渡
さ
れ
た
尾
花
さ
ん
ら

は
、「
学
ん
だ
こ
と
を
業
務
に
生

か
し
て
い
き
た
い
」
と
感
謝
し

て
い
た
。
他
の
研
修
職
員
に
は
、

寺
本
教
授
が
大
紀
町
庁
舎
に
出

か
け
、
修
了
証
書
を
渡
し
た
。

協
定
書
を
交
わ
す
杉
﨑
短

期
大
学
部
長
と
大
原
興
太

郎
社
長

修了証書授与式＝学長室で

大学の教育奨励賞受賞者

2年連続で学生活動奨励賞を受ける
中島さんと他の受賞者（後方座席）

来
春
か
ら
新
入
生
の
募
集
停
止

在
学
生
の
教
育
に
万
全
を
期
す

08
年
度
教
育
奨
励
賞
に

大
学
25
人
、短
大
部
は
16
人

08
年
度
学
生
活
動
奨
励
賞

模
範
の
９
人
を
表
彰

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど

大学
短大

研
修
の
大
紀
町
職

員
に
修
了
証
書

「
ベ
ル
フ
ァ
ー
ム
」と

友
好
協
力
協
定
結
ぶ

短
期
大
学
部
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日
常
生
活
に
起
因
す
る
疾

病
の
予
防
と
改
善
に
は
ス
ポ

い
て
効
率
的
な
交
通
安
全
対

策
を
検
討
す
る
方
法
論
が
採

ら
れ
て
お
り
、
交
通
事
故
現

象
の
理
解
と
交
通
安
全
対
策

の
効
果
の
予
測
お
よ
び
評
価

を
政
策
実
施
に
お
け
る
普
遍

的
な
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
理
論

的
に
検
討
し
て
い
る
。

　

著
者
は
経
済
学
部
教
授
。

経
済
学
部
付
属
経
済
研
究
所

刊
。

　

環
境
問
題
、
少
子
化
、
貿

易
協
定
な
ど
を
考
慮
し
た
国

際
労
働
移
動
の
理
論
分
析
に

よ
り
、
労
働
受
入
国
の
た
め

の
最
適
政
策
を
探
求
す
る
。

第
一
部
で
は
越
境
汚
染
と
国

際
労
働
移
動
の
関
連
を
研
究

し
、
第
二
部
で
は
経
済
連
携

協
定
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
の
少
子
化

や
環
境
汚
染
に
対
す
る
有
効

性
を
分
析
し
、
第
三
部
で
は

効
率
賃
金
と
失
業
、
労
働
組

合
、
繰
り
返
し
労
働
移
動
を

組
み
込
ん
だ
モ
デ
ル
を
展
開

し
て
い
る
。

　

著
者
は
経
済
学
部
教
授
。

経
済
学
部
刊
。

ー
ツ
や
運
動
の
習
慣
化
が
効

果
的
で
あ
る
。
本
書
は
、
生

活
習
慣
が
循
環
・
内
分
泌
系

代
謝
機
能
に
及
ぼ
す
影
響
に

つ
い
て
検
証
し
、
脂
質
異
常

症
、
糖
尿
病
、
骨
粗
鬆
症
な

ど
の
疾
患
や
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
発
症
に
至

る
原
因
と
経
緯
を
解
説
し
て

い
る
。
疾
病
予
防
に
有
効
な

ス
ポ
ー
ツ
や
運
動
実
践
の
取

組
み
方
を
知
る
た
め
の
テ
キ

ス
ト
と
し
て
も
利
用
で
き
る
。

　

編
著
者
は
と
も
に
国
際
教

養
学
部
教
授
。
日
新
出
版
刊
。

本
体
二
、
八
五
七
円
。

　

交
通
事
故
は
、
被
害
者
、

加
害
者
を
問
わ
ず
、
我
々
国

民
の
生
活
に
甚
大
な
影
響
を

与
え
る
脅
威
で
あ
る
。
本
書

で
は
、
こ
の
問
題
に
対
し
て

工
学
的
に
交
通
事
故
現
象
を

記
述
し
、
経
済
評
価
に
基
づ

　

同
窓
会
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
支

部
総
会
が
三
月
二
十
二
日
、
ロ

サ
ン
ゼ
ル
ス
・
ト
ー
ラ
ン
ス
市

で
二
十
人
の
参
加
を
得
て
開
催

さ
れ
た
。
大
学
か
ら
は
梅
村
清

英
副
理
事
長
（
同
窓
会
副
会

長
）
と
片
岡
武
司
校
友
会
本
部

長
が
出
席
し
た
。

　

総
会
は
立
川
正
孝
支
部
長
の

挨
拶
で
始
ま
り
、
梅
村
副
理
事

長
か
ら
私
立
大
学
の
現
状
と
将

来
、
中
京
大
学
に
つ
い
て
の
熱

き
挨
拶
が
あ
っ
た
後
、
事
業
報

告
、
決
算
、
事
業
計
画
及
び
予

算
等
が
承
認
さ
れ
た
。

　

総
会
終
了
後
、
片
岡
本
部
長

の
音
頭
で
乾
杯
し
懇
親
会
に
。

そ
れ
ぞ
れ
近
況
報
告
を
し
て
和

や
か
に
進
み
、
全
員
で
肩
を
組

ん
で
学
歌
を
斉
唱
し
た
。
サ
プ

ラ
イ
ズ
で
こ
の
日
夜
の
ド
ジ
ャ

ー
ス
タ
ジ
ア
ム
で
の
ワ
ー
ル
ド

ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
準

決
勝
（
対
ア
メ
リ
カ
戦
）
の
入

場
券
が
入
手
出
来
た
と
の
報
告

が
あ
り
、
急
遽
予
定
を
変
更
し

て
日
本
チ
ー
ム
の
応
援
に
。
日

本
の
連
覇
に
少
し
は
貢
献
で
き

　

体
育
会
自
転
車
競
技
部
は
創

部
五
十
周
年
を
記
念
し
、
四
月

十
一
日
、
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス

で
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
ら
七
十
六
人
が

出
席
し
て
、
講
演
会
と
祝
賀

会
・
部
員
激
励
会
を
開
催
し
た
。

　

記
念
講
演
会
（
ヤ
マ
テ
ホ
ー

ル
）
は
、
本
学
職
員
で
夏
冬
五

輪
出
場
の
青
戸
慎
司
さ
ん
が
健

康
管
理
を
テ
ー
マ
に
話
し
た
。

　

部
員
の
激
励
会
を
兼
ね
た
祝

賀
会
（
ア
レ
ー
ナ
２
１
１
）
で

は
、
牛
田
保
司
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会

長
が
挨
拶
し
、
来
賓
の
佐
々
木

一
也
日
本
学
生
自
転
車
競
技
連

盟
会
長
、
梅
村
清
弘
総
長
、
北

川
薫
学
長
ら
か
ら
「
少
数
精
鋭

で
頑
張
り
、
五
人
の
五
輪
代
表

選
手
を
輩
出
し
て
き
た
自
転
車

競
技
部
の
一
層
の

発
展
を
祈
念
し
ま

す
」
と
祝
辞
が
述

べ
ら
れ
た
。

　

創
部
者
の
梅
村
義
雄
初
代
部

長
・
監
督
と
小
嶋
俊
久
さ
ん（
名

古
屋
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ア
カ
デ
ミ
ー

専
任
講
師
）を
功
労
者
と
し
て

表
彰
し
た
後
、
川
岸
信
一
本
学

同
窓
会
／
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
両
副

会
長
の
音
頭
で
乾
杯
。
和
や
か

な
懇
談
の
輪
が
広
が
っ
た
。

　

会
の
中
盤
、
北
京
五
輪
出
場

の
和
田
見
里
美
選
手（
体
育
４
）

ら
部
員
を
激
励
。梅
村
義
久
部

長
（
体
育
学
部
教
授
）
が「
五

十
周
年
を
節
目
と
し
て
更
な
る

発
展
を
目
指
し
ま
す
」と
挨
拶

し
、全
員
で
学
歌
を
斉
唱
。吉
田

義
昭
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
顧
問
の
一

本
締
め
で
閉
会
し
た
後
も
出
席

者
の
尽
き
な
い
話
が
続
い
た
。

た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

ま
た
、
三
月
二
十
八
日

に
は
、
総
会
の
席
で
話
が
ま
と

ま
っ
た
、
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー

ト
世
界
選
手
権
大
会
の
応
援
に

行
き
、
小
塚
崇
彦
、
無
良
崇
人
、

安
藤
美
姫
、
浅
田
真
央
の
大
学

関
係
四
選
手
に
熱
の
こ
も
っ
た

声
援
で
、
中
京
大
学
こ
こ
に
あ

り
を
示
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

短
い
滞
在
だ
っ
た
が
、
協
力

企
業
の
訪
問
な
ど
も
出
来
、
充

実
し
た
有
意
義
な
ア
メ
リ
カ
訪

問
だ
っ
た
。

（
片
岡
武
司
校
友
会
本
部
長
）

　

今
年
三
月
に
定
年
退
職
さ
れ

た
中
尾
隆
行
・
元
国
際
教
養
学

部
教
授
の
「
ご
退
職
を
祝
う

会
」
が
六
月
六
日
、
陸
上
競
技

部
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
ら
百
三
十
人

が
全
国
か
ら
出
席
し
て
、
名
古

屋
駅
前
の
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
た
。

　

愛
知
県
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
の
伊

藤
紀
久
夫
会
長
と
陸
上
競
技
部

の
室
伏
重
信
部
長
が
主
催
者
と

発
起
人
を
代
表
し
て
挨
拶
し
、

梅
村
清
弘
総
長
・
理
事
長
が
祝

辞
で
マ
ラ
ソ
ン
の
日
本
記
録
を

四
回
塗
り
替
え
た
中
尾
元
教
授

の
功
績
を
讃
え
た
。

　

北
川
薫
学
長
の
音
頭
で
乾
杯

し
た
後
、
出
席
者
ら
は
中
尾
元

教
授
を
囲
ん
で
懇
談
。
教
え
子
、

後
輩
た
ち
が
中
尾
元
教
授
の
労

を
ね
ぎ
ら
う
光
景
が
続
い
た
。

　

会
の
最
後
に
全
員
で
肩
を
組

ん
で
学
歌
を
斉
唱
。
出
席
者
が

多
か
っ
た
た
め
、
四
回
に
分
け

て
記
念
撮
影
が
行
わ
れ
た
。

懐かしい顔が集まった自転車競技部創部50周年記念祝賀会

出席者が多く、記念撮影は４回
に分けて行われた

支部総会に出席した同窓生と学園関係者たち

同窓会アメリカ支部

ロ
ス
で
梅
村
清
英
副
理
事
長
ら
も
出
席

Ｏ
Ｂ・Ｏ
Ｇ
ら
76
人「
更
な
る
発
展
を
」

20人が集い総会

創部50周年を祝う

定年退職を祝う会に
全国か　

　ら教え子ら130人

中尾隆行元国際教養学部教授

自転車
競技部

著
書
紹
介
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安
藤
美
姫
選
手（
体
育
４
）が

世
界
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
選

手
権（
三
月
、ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
）

で
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
。
安

藤
選
手
は
〇
七
年
の
同
大
会
で

優
勝
し
て
お
り
、
二
度
目
の
表

　

三
月
の
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
ス

キ
ー
世
界
選
手
権
猪
苗
代
大
会

デ
ュ
ア
ル
モ
ー
グ
ル
で
銀
メ
ダ

ル
に
輝
い
た
伊
藤
み
き
選
手

（
体
４
）に
四
月
二
十
日
、
出
身

の
滋
賀
県
か
ら
県
民
ス
ポ
ー
ツ

賞
が
贈
ら
れ
た
。

　

伊
藤
選
手
は
一
〇
年
バ
ン
ク

ー
バ
ー
五
輪
へ
の
代
表
出

場
が
内
定
し
て
い
る
。
五

月
二
十
四
日
に
は
名
古
屋

キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
ス
キ
ー

競
技
部
主
催
の
「
〇
八
年

度
シ
ー
ズ
ン　

選
手
の
活

躍
と
伊
藤
選
手
の
五
輪
内

定
を
祝
う
会
」
が
、
北
川

薫
学
長
や
梅
村
清
英
副
理

事
長
も
出
席
し
て
行
わ
れ

（
写
真
）
、
伊
藤
選
手
は

「
メ
ダ
ル
を
目
指
し
て
頑

張
り
ま
す
」
と
抱
負
を
述

べ
た
。

　

水
球
の
中
部
地
区
予
選
が
六

月
六
、
七
日
に
愛
知
県
・
口
論

義
運
動
公
園
の
プ
ー
ル
で
行
わ

れ
、
本
学
水
球
同
好
会
が
四
戦

全
勝
で
三
連
覇
を
果
た
し
た
。

　

予
選
の
相
手
は
、三
重
大（
16

―
１
）、愛
知
教
育
大（
15
―

５
）、名
古
屋
大（
８
―
３
）、

金
沢
工
業
大（
10
―
７
）
。

　

水
球
同
好
会
は
〇
六
年
に

発
足
し
、
今
年
が
結
成
四
年

目
。
〇
七
年
に
早
く
も
中
部

地
区
予
選
で
優
勝
し
、
イ
ン

カ
レ
に
出
場
。
〇
八
年
に
は

イ
ン
カ
レ
で
初
め
て
初
戦
突

破
を
決
め
て
お
り
、
メ
ン
バ

ー
た
ち
は
「
今
年
も
ま
ず
初

戦
突
破
。
そ
し
て
、
さ
ら
に

上
位
を
」と
意
気
込
ん
で
い

る
。
イ
ン
カ
レ
は
九
月
（
会

場
は
未
定
）
に
行
わ
れ
る
。

彰
台
。

　

昨
年
の
覇
者
、
浅
田
真
央
選

手（
体
育
１
）は
四
位
、
Ｇ
Ｐ
フ

ァ
イ
ナ
ル
二
位
の
小
塚
崇
彦

選
手（
体
育
３
）は
六
位
、
初

出
場
の
無
良
崇
人
選
手（
体

育
１
）は
十
五
位
だ
っ
た
。

　

安
藤
選
手
は
四
月
二
十
四
日
、

愛
知
県
ス
ポ
ー
ツ
顕
彰
を
受
け

た
。

　

表
彰
式
は
知
事
室
で
行
わ
れ
、

嘉
田
由
紀
子
知
事
か
ら
授
与
さ

れ
た
。

　

競
泳
の
日
本
選
手
権
（
四
月
、

浜
松
）
で
、
松
田
丈
志
選
手

（
体
育
学
博
士
１
）
が
二
百
ｍ

バ
タ
フ
ラ
イ
、
四
百
ｍ
･
八
百

ｍ
自
由
形
の
三
種
目
で
優
勝
し

た
。
八
百
ｍ
自
由
形
は
日
本
新

記
録
で
七
度
目
、
四
百
ｍ
は
日

本
記
録
タ
イ
で
六
連
覇
。

　

岩
下
な
つ
み
選
手
（
体
育

２
）
は
四
百
ｍ
自
由
形
で
自
己

ベ
ス
ト
を
４
秒
03
縮
め
、
初
優

勝
を
飾
っ
た
。
冨
田
尚
弥
選
手

（
体
育
２
）も
二
百
ｍ
平
泳
ぎ
で

自
己
ベ
ス
ト
を
更
新
し
、
準
優

勝
し
た
。

　

同
大
会
の
出
場
選
手
数
は
、

本
学
が
五
十
二
人
で
全
国
一
位
。

八
位
以
内
の
入
賞
者
も
十
人
に

上
っ
た
。

　

同
大
会
は
今
夏
に
行
わ
れ
る

世
界
選
手
権（
ロ
ー
マ
）の
代
表

選
考
会
も
兼
ね
て
行
わ
れ
、
本

学
か
ら
松
田
、
岩
下
、
冨
田
の

三
選
手
が
代
表
に
選
ば
れ
た
。

　

体
育
研
究
所
主
催
の
ダ
ン
ス

教
室
が
三
月
二
十
五
―
二
十
七

日
に
開
か
れ
、
体
育
会
ダ
ン
ス

部
の
和
光
理
奈
顧
問
（
体
育
学

部
講
師
）
と
部
員
が
、
参
加
し

た
小
学
生
に
振

り
付
け
を
指
導

し
た
。

　

元
気
な
挨
拶

と
身
体
と
緊
張
を
ほ
ぐ
す
リ
ズ

ム
に
合
わ
せ
た
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ

ア
ッ
プ
で
開
始
。
低
学
年
の
児

童
は
嵐
の『B

eau
tifu

l 
days

』
、
高
学
年
は
キ
マ
グ

レ
ン
の
『LIFE

』
を
そ
れ
ぞ

れ
テ
ー
マ
楽
曲
と
し
、
顧
問
と

部
員
が
段
階
的
に
振
り
付
け
を

教
え
た
。　

　

最
終
日
は
練
習
の
成
果
を
披

露
す
る
発
表
会
。
小
学
生
の
家

族
ら
も
観
賞
に
訪
れ
、
賑
や
か

な
発
表
会
に
な
っ
た
。

　

体
育
研
究
所
研
究
員
の
内
藤

法
永
さ
ん
は
「
本
学
で
培
っ
て

き
た
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
地
域

の
人
々
に
提
供
で
き
る
い
い
機

会
に
な
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
交

流
を
深
め
た
い
」
と
語
っ
た
。

　

硬
式
野
球
部
は
五
月
二
十
四

日
、
愛
知
大
学
野
球
春
季
リ
ー

グ
の
優
勝
を
決
め
た
。
〇
四
年

春
季
以
来
、
五
年
十
季
ぶ
り
三

　

硬
式
野
球
部
は
九
日
、

東
京
ド
ー
ム
の
第
三
試

合
で
佛
教
大
（
京
滋
大

学
野
球
連
盟
）
と
対
戦

し
、
武
藤
投
手
で
必
勝

を
期
し
た
が
、
０
―
３

で
惜
敗
、
二
回
戦
に
進

め
な
か
っ
た
。

十
三
回
目
の
優
勝
。

　

優
勝
決
定
戦
は
名
古
屋
・
瑞

穂
球
場
で
中
部
大
と
行
わ
れ
、

武
藤
好
貴（
体
育
４
）、上
杉
芳

貴（
体
育
３
）両
投
手
の
力
投
と

打
線
の
猛
攻
で
、
11
―
２
、
５

―
２
で
連
勝
し
た
。
北
川
薫
学

長
も
ス
タ
ン
ド
で
学
生
と
一
緒

に
応
援
し
た
。
武
藤
投
手
は
リ

ー
グ
最
多
の
５
勝
、
防
御
率
一

位
０
・
89
の
好
成
績
で
最
優
秀

選
手
に
選
ば
れ
た
。

　

硬
式
野
球
部
は
六
月
九
日
開

幕
の
第
五
十
八
回
全
日
本
大
学

野
球
選
手
権
に
十
七
回
目
の
出

場
を
果
た
し
た
。

優勝して喜びを爆発させるナイン

安藤選手

冨田選手

岩下選手

松田選手

伊藤選手

最
終
日
の
発
表
会
で
ポ
ー

ズ
を
決
め
る
小
学
生
と
部

員
た
ち

硬式野球部
５
年
10
季
ぶ
り
33
回
目

五
輪
内
定
祝
う
会

松
田
丈
志
選
手（
体
育
学

博
士
１

）３
種
目
優
勝

安
藤
美
姫
選
手（
体
育
４
）が
銅

モ
ー
グ
ル 

伊
藤
み
き
選　
　

手（
体
育
４
）

滋
賀
県
民
ス
ポ
ー
ツ
賞

フ
ィ
ギ
ュ
ア
世
界
選
手
権

岩
下
な
つ
み
選
手（
体
育
２
）は
４
百
自
優
勝

冨
田
尚
弥
選
手（
体
育
２
）も
２
百
平
で
準
優
勝

愛知大学リーグ優勝

全
日
本
大
学
選
手

権
は
一
回
戦
惜
敗

３
選
手
世
界
選

手
権
の
代
表
に

愛
知
県
ス
ポ
ー

ツ
顕
彰
受
け
る

競泳日本選手権

水球同好会
３年連続インカレへ

体
育
研
究
所
が
小
学

生
ダ
ン
ス
教
室
開
く

予選３連覇を果たした水球同好会の
メンバーと応援のOBたち

中 京 大 学 広 報 2009年6月22日（月）（20）第160号
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